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　特別史跡多賀城跡をはじめとする多くの埋蔵文化財は、本市が長い年月をか

けて連綿と引き継がれてきた歴史のまちであることを物語っております。これ

ら貴重な「文化遺産」を後世に伝えていくことは、我々の重要な責務であると

考えております。そのため、当教育委員会としても、開発事業との円滑な調整

を図りつつ、国民共有の歴史的財産である埋蔵文化財を適正に保護し、その活

用に努めているところであります。

　さて、今回報告いたします１０件の調査は、平成１９年度に国庫補助事業として

実施した発掘調査であります。小範囲の調査ではありましたが、古墳時代、奈

良・平安時代、中世、近世と各時代にわたる遺構・遺物が発見されました。ひ

とつひとつの成果は断片的なものでありますが、このような成果の積み重ねに

より「史都 多賀城」の歴史が少しずつ紐解かれていくものと確信しております。

　最後になりましたが、発掘調査に際しまして、御理解と御協力をいただきま

した地権者をはじめ関係各位に対し、心より感謝申し上げます。

　　　平成２０年３月

多賀城市教育委員会　　　　　　　

教 育 長　菊　地　昭　吾　　

序　　　文





例　　　言
１　本書は、平成１９年度の国庫補助事業で実施した１０件の調査成果をまとめたものである。

２　遺構の名称は、各遺跡とも第１次調査からの連続番号である。

３　測量法の改正により、平成１４年４月１日から経緯度の基準は、日本測地系に代わり世界測地系に従う

こととなったが、本書では過去の調査区との整合性を図るため、従来の国土座標「平面直角座標系Ｘ」を

用いている。なお、市川橋遺跡の調査区基準線については、Ｘ＝-１８９, ２００. ０００、Ｙ＝１３, ８５０. ０００（南北・東

西大路交差点の中央付近）を東西・南北の原点とした。

４　挿図中の高さは標高値を示している。

５　土色は『新版標準土色帖』（小山・竹原：１９９６）を参考にした。

６　金属製品のＸ線透過撮影は及川規氏（東北歴史博物館）に依頼した。

７　本書の執筆は担当職員の協議のもと、Ⅰ を武田健市、Ⅱ・Ⅲ を村松稔、Ⅳ ～ Ⅹ を武田、

Ⅸ

を島田敬が担

当し、編集は武田が行った。また、遺構・遺物の図版作成及び遺物の写真撮影は各担当者が行った。

８　調査に関する諸記録及び出土遺物はすべて多賀城市教育委員会が保管している。

凡　　　例
１　本書で使用した遺構の種類を示すアルファベット記号は以下のとおりである。

　　　ＳＢ：建物　ＳＡ：柱列　ＳＥ：井戸　ＳＤ：溝　ＳＫ：土壙　Ｐｉｔ（Ｐ）：柱穴及び小穴

　　　ＳＸ：道路・河川及びその他の遺構

２　奈良・平安時代の土器の分類記号は『市川橋遺跡－城南土地区画整理事業に係る発掘調査報告書Ⅱ－』

に従った

３　瓦の分類は『多賀城跡　政庁跡　図録編』宮城県多賀城跡調査研究所　１９８０、『多賀城跡　政庁跡本文

編』宮城県多賀城跡調査研究所　１９８２の分類基準に従った。

４　本文中の「灰白色火山灰」の年代については、伐採年代が９０７年とされた秋田県払田柵跡外郭線Ｃ期存

続中に降灰し、承平４年（９３４）閏正月１５日に焼失した陸奥国分寺七重塔の焼土層に覆われていること

から、９０７～９３４年の間とする考えと（宮城県多賀城跡調査研究所『宮城県多賀城跡調査研究所年報１９９７』

１９９８）、『扶桑略記』延喜１５年（９１５）７月１３日条にある「出羽国言上雨灰高二寸諸郷桑枯損之由」の記

事に結びつけ９１５年とする考えがある（町田洋「火山灰とテフラ」『日本第四紀地図』１９８７、阿子島功・

壇原徹「東北地方、１０Ｃ頃の降下火山灰について」『中川久夫教授退官記念地質学論文集』１９９１）。当セ

ンターでは考古学的な見解を重視し、前者の年代観に従っている。

５　多賀城南面に施工された方格地割りについては、Ⅰ期：東西大路と南北大路が造られ、多賀城南面を

蛇行して走る河川を改修するなど、水陸の交通網が整備される時期（８世紀後葉頃）→Ⅱ期：南北大路

が拡幅され、東西大路を挟んだ南北１区画分の地割りが成立する時期（９世紀前葉頃）→Ⅲ期：Ⅱ期に

成立した地割りがさらに南北に広がり、方格地割りの範囲が最大となる時期（９世紀中～後葉頃）→Ⅳ

期：Ⅲ期後半頃に荒廃した地割りを再整備する段階（１０世紀前葉以降）と大きく４段階の変遷で捉える

ことが可能とする見解が示されている（鈴木孝行 「多賀城外の方格地割」 『第３２回古代城柵官衙遺跡

検討会―資料集― 』２００６）。本書では、この４時期の区分に従っている。



調査員調査面積調査期間所在地遺跡名№

村松５５㎡平成１９年４月９日～４月１８日留ヶ谷一丁目９５番１０高崎遺跡第６２次1

村松１１２㎡平成１９年４月２３日～５月１１日高崎一丁目１５-２１、１５-４９高崎遺跡第６３次2

武田１７４㎡平成１９年６月４日～７月２０日城南一丁目４- ３外３筆市川橋遺跡第６２次3

武田・鈴木８２㎡平成１９年９月３日～１０月１２日城南二丁目８- ４の一部市川橋遺跡第６４次4

武田・鈴木６１㎡平成１９年９月５日～１０月１２日城南二丁目８- ４の一部市川橋遺跡第６５次5

武田・鈴木３２㎡平成１９年９月２５日～１０月１６日城南二丁目２- ８市川橋遺跡第６６次6

武田・吉田・鈴木５７㎡平成１９年１１月２７日～１２月２６日城南一丁目９- １、９- ２市川橋遺跡第６７次7

武田９１㎡平成１９年７月１９日～８月２７日山王字東町浦３１- ６山王遺跡第６２次8

武田２２㎡平成１９年１０月２２日～１０月２５日浮島二丁目９７- ９小沢原遺跡第１１次9

島田２６２㎡平成１９年１１月６日～１２月１１日留ヶ谷二丁目、浮島二丁目野田遺跡第４次10
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　多賀城市は、宮城県の中央やや北東寄りに位置し、南西側で仙

台市、北西側で利府町、北東側で塩竈市、南東側で七ヶ浜町と接

している。市内の地形についてみると、中央部を北西から南東

方向に貫流する砂押川を境に、東側の丘陵部と西側の沖積地に

二分される。丘陵部は松島・塩釜方面から延びる標高４０～７０ｍの

低丘陵であり、標高を減じながら南西に向かって枝状に派生し

ている。沖積地と接する付近では谷状の地形を形成しており、

緩やかではあるが起伏に富んだ様相を見せている。沖積地は仙

台平野の北東端部に相当する。仙台市岩切方面から多賀城跡に

かけての県道泉塩釜線沿いには標高５～６ｍの微高地が延びて

おり、その北側は利府町に跨る低湿地が広がっている。

　本市には４０を超える遺跡が所在している。西側の沖積地から

丘陵部の西端には、新田・山王・市川橋・高崎・西沢遺跡など市内でも有数の規模をもつ遺跡が分布して

いる。南部には海岸線沿いの浜堤上に八幡沖遺跡、東端部には柏木遺跡や大代横穴墓群などがあるものの、

その分布は希薄である。一方、市の北側中央付近には奈良・平安時代に陸奥国府が置かれた多賀城跡、中

央付近には多賀城廃寺跡があり、これらと強い関連性がある館前遺跡、柏木遺跡、山王遺跡千刈田地区を

加えた５カ所が特別史跡に登録されている。多賀城跡南側に展開する新田・山王・市川橋・高崎遺跡や東

側に隣接する西沢遺跡などでも、発見された遺構や遺物には多賀城跡と密接に関わるものが多く認められ、

この時期に限ってみれば一連の遺跡群として捉えることができよう。

第２図　多賀城市内の遺跡

第１図　多賀城市の位置

Ⅰ　多賀城市の地形と遺跡
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１　遺跡の環境と周辺の調査成果

　本遺跡は、本市のおよそ中央部に位置している。地形的には東半部を占める低丘陵の西端部に立地し、

その範囲は東西約１. ３㎞、南北約１㎞の広さに及んでいる。この丘陵は、松島丘陵から派生したもので、

塩竈方面から本市北東部に達したところで、南側と西側の沖積地に向かって枝状に延びている。このため

大小の谷が入り組んだ、起伏に富んだ地形を呈している。遺跡の中央部には多賀城の付属寺院である多賀

城廃寺跡がある。現在ではこの周辺も市街化が進み、多くが宅地となっている。

　今回の調査区は遺跡の北東部に位置しており、標高は２２ｍ前後である。周辺では、古墳時代から近代ま

での遺構・遺物を発見している。古墳時代では、第５６次調査で７世紀前半頃の須恵器窯跡を発見しており、

多賀城創建以前の状況を知る上で注目される。奈良時代から平安時代では、第２６次調査において柱筋をそ

ろえた掘立柱建物跡が発見されており、官人層の邸宅であった可能性が考えられる。また、第１２・１６次調

査では暗渠や外延溝を持つ竪穴住居跡を発見しており、多賀城廃寺に係わる工房の可能性が指摘されてい

る。中世では、第１９・３７次調査において掘立柱建物等の遺構を発見しており、同時期の遺構・遺物は隣接

する留ヶ谷遺跡・野田遺跡・矢作ヶ館跡においても確認されている。近代では、第１６次調査で一辺約９ｍ

もある大規模な井戸跡を発見している。南に隣接する留ヶ谷字影屋敷（現在の中央一丁目）には、太平洋

戦争時に海軍工廠に係わる工員養成所及び男子学生寮が配置されており、この井戸はこれらを建設する際

に使用された可能性がある。

Ⅱ　高崎遺跡第６２次調査

第１図　高崎遺跡と調査区の位置
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２　調査に至る経緯と経過

　本調査は個人住宅建設に伴うものである。平成１９

年１月２４日に地権者より当該地における個人住宅新

築計画と埋蔵文化財のかかわりについての協議書が

提出された。その計画では、南に向かって低くなっ

ている当該地を平坦にするため最大約４０ｃｍの切土

を行った後に、さらに基礎工事に際して２１～４２ｃｍ

掘削を行うというものであった。現地表から遺構検

出面までの深さは約２０㎝であることから、埋蔵文化

財への影響が懸念された。このことから工法変更に

より遺構の保存が計れないか協議を行ったが、それ

以外の方法では建物を支える十分な強度が得られな

いことから、申請された計画で実施することに決定

した。なお、当該地の南側では過去に第２６次調査を

行っており、掘立柱建物跡をはじめとする遺構を発

見していたが、一部削平され遺存状態が悪い部分が

あったことから、遺構の有無や遺存状況を確認する

ため、平成１９年２月２０日に確認調査を実施した（第６０次調査）。その結果、掘立柱建物跡の存在が明らか

になったから、平成１９年４月以降に本発掘調査を行うこととし、埋め戻した。その後、平成１９年４月３日

に、地権者より発掘調査依頼書の提出を受け、４月９日から調査を開始した。

　調査は、重機によって表土（Ⅰ層）の除去から取りかかった。表土を除去すると直ちに遺構検出面とな

る地山（Ⅱ層）が現れ、遺構検出作業を行ったところ、第６０次調査で確認したＳＢ１６５３掘立柱建物跡の他小

規模な柱穴によって構成されるＳＢ１６５４掘立柱建物跡とＳＫ１６５２土壙を確認した。１０日に実測図作成のため

の基準杭を設置し、１１日から実測図を作成した。１２日と１３日に遺構検出状況の写真を撮影し、１３日に遺構

の埋土を掘り下げ、断面図を作成した。１６日に全ての遺構の埋土除去と写真撮影、実測図作成を完了し、

器材の撤収を行った。１８日に重機による埋め戻しを行い、現地調査の全てを完了した。

３　調査成果

（１）層序

　本調査区は全体的に削平を受けており、表土（Ⅰ層）を除去すると直ちに地山が現れた。

Ⅰ層：表土。厚さは３０～５０㎝で、西側では薄く、東側では厚くなっている。

Ⅱ層：黄色の岩盤である。一部に粘質土の堆積も認められるがそれも含めた基盤層をⅡ層とした。この

　　　上面で遺構検出面となっている。

第２図　調査区位置図
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（２）発見した遺構・遺物

　今回の調査では、Ⅱ層上面で掘立柱建物跡、土壙を発見した。

ＳＢ１６５３掘立柱建物跡（第３図）

　調査区西側で発見した東西２間以上、南北２間以上の掘立柱建物跡である。ＳＫ１６５２と重複しているが、

柱穴に直接切合いがないため、新旧関係は不明である。全ての柱穴で抜取り穴を確認した。方向は西側の

柱列でみると北で約１１度東に偏している。柱間は北側の柱列と西側の柱列いずれも約２. ０ｍである。掘り

方はいずれも方形で、一辺６３～７５ｃｍ、深さ１０～２４ｃｍである。掘り方埋土は岩盤をブロック状に多く含む

褐灰色土である。柱抜取り穴は岩盤をブロック状に少量含む褐灰色土である。

　遺物は柱抜取り穴から須恵器杯（Ⅰ類）と土師器甕（Ｂ類）が出土している。

第３図　遺構平面図・断面図
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ＳＢ１６５４掘立柱建物跡（第３図）

　調査区東側で発見した東西２間以上、南北２間以上の掘立柱建物跡である。全ての柱穴で抜取り穴を確

認した。方向は西側の柱列でみると北で約４０度西に偏している。柱間は北側の柱列で約２. ２ｍ、西側の柱

列で約２. ４ｍである。掘り方は方形で、一辺２４～３２ｃｍ、深さ１５～１７ｃｍである。掘り方埋土は岩盤をブ

ロック状に多く含む褐色土で、柱抜取り穴は炭化物を少量含む褐色土である。

　遺物は柱抜取り穴から土師器甕が出土している。摩滅が激しく、調整は不明である。

ＳＫ１６４１土壙（第３図）

　調査区北側で発見した土壙である。平面形は長方形で、規模は長辺８２ｃｍ、短辺４７ｃｍ、深さ１９ｃｍである。

底面はおおよそ平坦であるが、中央よりやや南側が丸く窪んで深くなっており、この部分と南西隅の２箇

所で焼け面を確認した。埋土は２層に区分でき、１層は岩盤をブロック状に少量含む明褐色土、２層は岩

盤をブロック状に多く含む黒色土である。

　遺物は土師器甕（Ｂ類）と須恵器甕が出土している。

４　まとめ

　今回の調査では、掘立柱建物跡２棟、土壙１基を発見した。

　ＳＢ１６５３の年代については、柱抜取り穴から土師器甕（Ｂ類）が出土していることから、上限は８世紀後

葉頃と考えられる。また、須恵系土器が全く出土していないことから、１０世紀には降らないものと考えら

れる。ここで、さらに検討を加えるために南側隣接地で行った第２６次調査（註）の成果を見てみたい。こ

の調査で発見した５棟の掘立柱建物跡は、重複関係や位置関係、方向から少なくとも２時期の変遷が想定

できる。東に偏するＳＢ１４３５が古い時期のもので、柱筋を合わせ方向がほぼ座標軸に沿うＳＢ１４３３・１４３４・

１４３７の建物群が新しい時期のものと考えられる。今回発見したＳＢ１６５３については、方向が前者の建物に

近いことから、ＳＢ１６５３とＳＢ１４３５は同じ年代の可能性を指摘しておきたい。

　ＳＢ１６５４については、柱抜取り穴から摩滅した土師器甕が出土しているが、柱穴の規模が古代のものに比

べて小さく、形もやや不揃いである。このような特徴は周辺の調査で確認されている中世以降の掘立柱建

物跡と類似している。また、その方向についてもＳＢ１６５３や第２６次調査で発見した古代の掘立柱建物跡と

も大きく違っている。これらのことから、この建物跡の年代は中世もしくはそれ以降の可能性が考えられる。

　ＳＫ１６５２については、土師器甕（Ｂ類）と須恵器甕が出土しているが、いずれも細片であることから、年

代は不明としておきたい。

註：多賀城市教育委員会　『高崎・西沢遺跡　－高崎遺跡第２６次・西沢遺跡第７次調査報告書－』多賀城市文化財調査報告書第６３集　２００１
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１　調査に至る経緯と経過

　本調査は個人住宅建設に伴うものである。

平成１８年９月１日に地権者より当該地におけ

る個人住宅新築計画と埋蔵文化財のかかわり

についての協議書が提出された。その計画で

は、住宅および擁壁の建て替えと、駐車場の

造成を行うというもので、そのうち住宅部分

には３０㎝の盛土を施すものであった。遺構

面の深さは、住宅の現地表から２７. ５～３８. ５㎝

であったが、道路面は住宅の現地表から約

１. １～１. ４ｍ低くなっており、擁壁部分は既に

壊されている可能性があった。また、基礎工

事の際に掘削する深さは、住宅部分では盛土

後の地面から３７㎝、擁壁部分では道路面から

深さ４３㎝、駐車場部分では盛土後の地面から

１. ６５ｍであった。したがって、基礎が遺構面

に達しない住宅部分と、既に壊されていると考えられる擁壁部分は工事立会いとして行うこととし、駐車

場部分は遺跡への影響が懸念されることから確認調査を行うこととした。

　擁壁は道路側にせり出し、倒壊する危険性もあったことから、他の部分に先駆けて工事を着工すること

となった。これにあわせて平成１８年９月２９日に工事立会いを行ったところ、南側で柱穴を発見した。（第

５９次調査）。

　駐車場部分の確認調査は、平成１９年４月１３日に地権者より発掘調査の依頼を受け、４月２３日から調査を

開始した。２３・２４日に重機によって表土（Ⅰ層）の除去を行った。表土を除去すると直ちに基盤層となる

Ⅱ層が現れ、この面で柱穴と溝跡を発見した。以後、写真撮影や図面作成などの記録の作成を随時行った。

５月８日には発見した柱穴の一部が柱列であることを確認し、１０日に補足的な測量や図面の修正を行った。

１１日に器材を撤収して、現地調査の全てを終了した。

２　調査成果

（１）層序

Ⅰ層：表土。厚さ５０～６０㎝である。

Ⅱ層：褐色の粘土で一部岩盤が露出しているところもある。周辺における基盤層であり、この上面が遺

　　　構検出面となる。

Ⅲ　高崎遺跡第６３次調査

第１図　調査区位置図
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（２）発見した遺構・遺物

　今回の調査では、Ⅱ層上面で柱列跡、溝跡、柱穴を発見した。

ＳＡ１６５５柱列跡（第３・４図）

　調査区西側で発見した東西３間以上の柱列跡

である。ＳＡ１６５６と重複しているが、柱穴に直

接切り合いがないため、新旧関係は不明である。

全ての柱穴で抜取り穴を確認した。方向は東で

約２度南に偏している。柱間は西から約１. ７ｍ、

第３図　ＳＡ１６５５・１６５６平面図

第４図　ＳＡ１６５５断面図
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約１. ６ｍ、約１. ８ｍである。掘り方の平面形は方形であり、一辺２１～２９㎝、深さ１８～４０㎝である。掘り方

埋土は、にぶい黄褐色または褐色粘質土で褐色粘土をブロック状に多く含む。柱抜取り穴は褐灰色粘質土

で褐色粘土をブロック状に少量含む。これらの褐色土はⅡ層に起因するとみられる。

　遺物は柱抜取り穴から摩滅した土師器甕と鉄滓が出土している。

ＳＡ１６５６柱列跡（第３図）

　調査区西側で発見した南北３間以上の柱列である。ＳＡ１６５５と重複しているが、柱穴に直接切り合いが

ないため、新旧関係は不明である。全ての柱穴で抜取り穴を確認した。方向は北で約６度東に偏している。

柱間は北から約１. ７ｍ、約２. ８ｍ、約３. ０ｍである。掘り方の平面形は円形であり、直径２３～３０㎝である。

　遺物は柱抜取り穴から土師器甕（Ｂ類）と須恵器瓶が出土している。

ＳＤ１６５７溝跡（第３・５図）

　調査区中央で発見した南北方向の溝跡

である。ほぼ同位置で２時期の変遷（Ａ

→Ｂ期）があることを確認した。以下古

い順に説明する。

　Ａ期：長さ４. ６ｍ、上幅１. ５ｍ、深さ２０

～３０㎝で、方向は北で１３度東に偏してい

る。底面はほぼ水平であり、壁は斜めに

立ち上がる。埋土は１層で、黄褐色砂質土である。遺物は出土していない。

　Ｂ期：長さ４. ６ｍ、上幅１～１. ２ｍ、深さ２５㎝である。方向は北で１３度東に偏している。底面は南に向

かってやや低くなっており、その比高は５㎝である。埋土は１層で、褐色砂質土である。

　遺物は摩滅した土師器甕と須恵系土器杯の細片が出土している。

その他の柱穴

　調査区東側で２基、西側で７基の柱穴を発見した。掘り方の平面形は円形か不整形であり、前者の規模

は直径１８～３６㎝である。いずれも柱は抜き取られている。

　遺物は、これらのうち東側にあるＰ９の柱抜取り穴から、須恵系土器高台付杯が出土している。

３　まとめ

　ＳＡ１６５６・１６５７については、土師器甕や須恵器瓶が出土しているが、柱穴の規模が古代のものに比べて小

さく、形もやや不揃いである。このような特徴は周辺の調査で確認されている中世以降の掘立柱建物跡と

類似している。これらのことから、柱列跡の年代は中世もしくはそれ以降のものと考えておきたい。

　ＳＤ１６５７の年代は、Ｂ期の埋土から須恵系土器杯の小片が出土している。しかし、出土した遺物はいずれ

も細片であることから、詳細については不明である。

第５図　ＳＤ１６５７断面図
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高崎遺跡写真図版
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Ⅱ層上面検出遺構（南東より） Ⅱ層上面検出遺構（南西より）

ＳＤ１６５７（ｂ）溝跡（北より） ＳＡ１６５５柱列跡（東より）
第６３次調査

第６２次調査
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１　遺跡の環境と主な調査成果

　本遺跡は市中央部を北西から南東方向に貫流する砂押川東岸に形成された、標高２～３ｍの微高地上に

位置している。北東側に接する低丘陵上には、奈良・平安時代を通して陸奥国府が置かれた特別史跡多賀

城跡があり、これと密接に関係する古代の遺跡として知られている。遺跡内では、これまで多くの調査が

実施され貴重な成果を得ているが、特に注目されるのが多賀城南面に施工された古代の方格地割りの発見

である。これは、城外の二大幹線道路である南北大路と東西大路を基準とする南北・東西の道路によって

およそ１町四方に区画されたものであり、その範囲は西側に隣接する山王遺跡西半部にまで及んでいる。

本遺跡南半部はこの幹線道路の交差点にあたり、周辺では規則的に配置された大規模な建物群や四面庇付

建物が発見されるなど、城外でも最も重要な地区であると考えられる。

Ⅳ　市川橋遺跡第６２次調査

第１図　市川橋遺跡と調査区の位置
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２　調査に至る経緯と経過

　本調査は、個人住宅建設に伴う発掘調査である。平成

１９年３月、地権者より当該区における住宅建築と埋蔵文

化財の係わりについての協議書が提出された。建築計画

では、基礎工事の際に直径６０㎝、長さ７ｍの柱状地盤改

良杭を打ち込むとされていたが、当該区周辺では区画整

理に伴う確認調査において大規模な掘立柱建物跡が発見

されるなど貴重な成果を得ていたため、埋蔵文化財への

影響が懸念された。このため、工法変更等による遺構の

保存が計れないか協議を行ったが、杭基礎以外の工法で

は建物を支えるための十分な強度を得られないとのこと

から、記録保存のための本発掘調査を実施することに決

定した。その後、５月２１日に地権者から調査に関する依

頼・承諾書の提出を受け、６月４日より現地調査を開始

した。

　調査は、住宅建築部分の表土除去から取りかかった。調査面積と作業時の安全確保のため表土をすべて

場外搬出したことや宅地の面積が周辺地区と比べ広かったこともあり、対象面積の約９割の調査区を設定

することができた。６日より作業員を導入して遺構検出作業を開始し、ＳＢ３３０３掘立柱建物跡や東西方向

のＳＤ３２８３～３２９３、３２９６～３３０２小溝群、南北方向のＳＤ３２８２・３２９４・３２９５溝跡、ＳＫ３３０４～３３１２・３３１５・３３１６

土壙等を発見した。７日よりＳＤ３２８２や小溝群、土壙の埋土掘り下げを開始し、１３日にこれらの写真撮影を

行う。１４日、平面図作成用の基準点を調査区内に移動し平面・断面図を作成すると同時に、新旧関係で最

も古いＳＤ３２９４・３２９５南北溝の検出と埋土掘り下げを開始する。２０日、ＳＤ３２９４・３２９５の掘り下げが完了し

たことから完掘状況及び全景写真を撮影し、翌２１日には調査区内の土層堆積状況の断面図を作成した。そ

の後一週間ほど雨の影響で調査を中断したが、６月２７日～７月２日にＳＢ３３０３柱穴の断面図作成、各溝跡の

土層観察用ベルトの除去、平面図のレベル確認などを行い、７月３日に器材等を撤収した。７月１０・１９・

２０日に調査区の埋め戻し行い、本調査の一切を終了した。

３　調査成果

（１）層序（第４図）

今回の調査では、現代の盛土や旧水田耕作土の下で３層の堆積を確認した。このうち遺構検出面となるの

は、調査区全域で確認できるⅢ層上面である。

Ⅰ １ 層：区画整理に伴う盛土であり、厚さは１. ４ｍ前後である。

Ⅰ ２ 層：区画整理前の水田耕作土あり、厚さは２０～３６㎝である。

Ⅱ　　層：調査区東半部に認められる灰黄褐色粘質土であり、厚さは約１０㎝である。今回発見した遺構

　　　　　は、全てこの層に覆われている。

Ⅲ　　層：調査区全域で確認されるにぶい黄橙色砂質土であり、厚さは１０～３０㎝である。底面の標高を

　　　　　見ると調査区中央部が最も高く、南北両側に向かって低くなっている。今回発見した遺構は

第２図　調査区位置図
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　　　　　全てこの上面で発見している。

　Ⅳ　　層：調査区全域で確認される暗緑灰色粗砂であり、厚さは２０㎝以上である。

（２）発見遺構と遺物

ＳＢ３３０３掘立柱建物跡（第５図）

　調査区東部で発見した、桁行２間、梁行２間の南北棟掘立柱建物跡である。ＳＤ３２８５・３２８９・３３０１と重複

し、それらよりも新しい。柱穴は８基検出しており、その全てで柱抜取り穴を確認した。方向は、西側柱

列で測ると北で約４度東に偏している。建物の規模は桁行が西側柱列で約３. ７ｍ、柱間は南より約１. ８ｍ、

約１. ９ｍであり、梁行は南妻で約２. ９ｍ、柱間は西より約１. ６ｍ、約１. ３ｍである。柱穴の平面形はやや歪

な方形であり、規模は南妻棟通り下柱穴で測ると、長辺４０㎝、短辺３４㎝、深さ４５㎝である。埋土は灰黄褐

色粘質土や黒褐色粘質土が主体であり、にぶい黄橙色砂質土が斑状に多く混入している。柱抜取り穴は掘

り方を大きく壊すものと中央付近で柱痕跡状に認められるものがあり、このうち後者は「柱のあたり痕跡」

を反映しているものと考えられる。また、両側柱中央の柱抜取り穴は掘り方底面まで達しておらず、東側

柱のものは掘り方底面より１２㎝ほど高くなっている。遺物は出土していない。　

ＳＢ３３１９・３３２０掘立柱建物跡（第６図）

　調査区北端部で発見した掘立柱建物跡である。いずれも東西１間の柱列より推測したものであり、ここ

では建物跡の南東隅を構成するものと判断した。このうちＳＢ３３１９の柱穴では２基とも柱抜取り穴を確認

しており、方向は西で約２３度北に傾くものと考えられる。柱穴の埋土はＳＢ３３１９が褐灰色粘質土、ＳＢ３３２０

が黄灰色粘質土であり、ともににぶい黄橙色砂質土が多く混入している。

　遺物は、ＳＢ３３２０の柱抜取り穴から土師器甕（Ｂ類）が出土している。　

ＳＤ３２９５溝跡（第７図）

　調査区中央部で発見した南北方向の溝跡である。ＳＤ３２９４溝跡や東西方向の小溝群と重複し、それらよ

りも古い。方向は北で約１１度西に偏しており、規模は長さ９. ４ｍ以上、上幅１. ５～１. ６ｍ、下幅０. ５～０. ６

ｍ、深さ２５～３２㎝である。底面は概ね平らであり、北側から南側に向かって緩やかに下っている。壁は調

査区の南壁側で凹凸があるものの、それ以外は緩やかに立ち上がっている。埋土は３層に分けることがで

きる。１層は黒褐色粘質土が粒状に混入する灰黄褐色砂質土であり、遺構検出面であるⅢ層と近似してい

第４図　東壁断面図



１７
第５図　ＳＢ３３０３平面図・断面図
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る。２・３層は黒色粘土であり、３層にはにぶい黄橙色砂質土や褐灰色砂が多く混入している。遺物は出

土していない。

ＳＤ３２９４溝跡（第７・１０図）

　調査区中央部で発見した南北方向の溝跡である。ＳＤ３２９５や東西方向の小溝群と重複し、小溝群よりも

古く、ＳＤ３２９５よりも新しい。方向は北で約６度西に偏しており、規模は長さ１０. ４ｍ以上、上幅０. ７～１. ８ｍ、

下幅０. ５～１. ２ｍ、深さ約２５㎝である。底面はやや凹凸があるものの、概ね平坦である。壁は調査区中央

より北側は緩やかであるが、南側は垂直気味に立ち上がっている。埋土は４層に分けることができる。

１・３層はにぶい黄橙色砂質土が混入する黒色粘土、２・４層は遺構検出面であるⅢ層に近似する灰黄褐

色砂質土である。

　遺物は、土師器杯（Ｂ類）・耳皿・甕、須恵器杯（ⅡＢ類）・甕が出土している。

ＳＤ３２８２溝跡（第８・１０図）

　調査区南東部で発見した南北方向の溝跡であり、東に彎曲しながら調査区外に延びている。ＳＤ３２８８～

３２９０・３２９２・３３０２・３３０３と重複し、それらよりも新しい。規模は長さ７ｍ以上、上幅０. ９～１. ２ｍ、下幅５０

～６０㎝、深さ４０～５５㎝である。底面は凹凸が著しく、北側から南側に向かって１６㎝下っている。壁は垂直

気味に立ち上がっているが、北側では東壁中位付近に幅２０～３０㎝の平坦面が形成されている。埋土は２層に

分けることができる。上層は灰黄褐色粘質土、下層は灰オリーブ色砂質土が多く混入する黒褐色砂質土である。

　遺物は、土師器杯（ＢⅡｃ・Ｂ･ 類）・甕、須恵器杯・瓶・甕、灰釉陶器短頸壺、軒丸瓦、製塩土器が出

土している。

ＳＤ３２９６溝跡（第６・９図）

　調査区北東部で発見した東西方向の溝跡である。ＳＫ３３０８と重複し、それよりも古い。方向は西で約９

度北に偏しており、規模は長さ４ｍ以上、上幅３５～４５㎝、下幅２０～４０㎝、深さ３６㎝である。底面は概ね平

らであり、東側から西側に向かって緩やかに下っている。壁には凹凸がほとんどなく、垂直に立ち上がっ

第６図　ＳＢ３３１９・３３２０、ＳＤ３２９６ほか平面図



１９
第７図　ＳＤ３２９４・３２９５平面図・断面図



２０
第８図　ＳＤ３２８２平面図・断面図
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ている。埋土は２層に分けることができる。いずれも黒色砂質土が主体であり、

２層ににぶい黄橙色砂質土がブロック状に多く混入している。遺物は出土してい

ない。

ＳＤ３２８３～３２９３、３２９７～３３０２溝跡（第３・１０図）

　幅３０～８０㎝、深さ１０～２０㎝の小規模な溝跡である。ほとんどのものがＳＤ３２９４・

３２９５と重複しており、それらよりも新しい。一方、ＳＢ３３０３と重複するＳＤ３２８５、

３２８９、３３０１や、ＳＤ３２８２と重複するＳＤ３２８８～３２９１・３２９７・３３０２はそれらよりも古い。方向はＳＤ３２８７・３３００

を除き、いずれも西で５～８度北に偏している。底面は平坦なものや凹凸が著しいものがあるなど一様で

はない。壁の立ち上がりは概ね緩やかである。埋土はにぶい黄橙色砂質土が混入する黒褐色粘質土である。

第１０図　各遺構出土遺物

第９図　ＳＤ３２９６断面図

備　考登録
番号

写真
図版器高底径

残存率
口径
残存率

特　徴
層　位種　類番号

内　面外　面

ＢⅡ類
土壙�群R１－  ４. ４ （５. ４ )

１/２４
（ １４. ２ ）
５ /２４ヘラミガキ、黒色処理ロクロナデ

底部：手持ちヘラケズリSK３３０６・ �-１土師器　杯1

ＢⅤ類
土壙�群R４－  ５. ２ ５. ４

１８/２４
（１３. ３ )
３ /２４ヘラミガキ、黒色処理ロクロナデ

底部：回転糸切りSK３３０８・ �-１土師器　杯2

ＢⅡｃ類
溝ｃ群R６－－５. ４

２４/２４－ヘラミガキ、黒色処理ロクロナデ
底部：回転糸切り→手持ちヘラケズリSD３２８２・ �-１土師器　杯3

溝ａ群R１１－－（４. ５ )
６/２４－ロクロナデ、黒色処理ロクロナデ、黒色処理SD３２９４・ �-１土師器 耳皿4

Ⅴ類
溝ｂ群R８－－（６. ０ ）

４/２４－ロクロナデロクロナデ底部：回転糸切りSD３２８７・ �-１須恵器 杯5

溝ｃ群R２－－－（ ４７. ５ ）
５ /２４ロクロナデタタキ、ロクロナデSD３２８２・ �-１須恵器 甕6

単位：㎝



２２

　遺物は、土師器杯（Ｂ類）・甕（Ｂ類）、須恵器杯・高台付杯・蓋・甕が出土しているが、いずれも小片で

あり量も少ない。

ＳＫ３３０４～３３０７・３３１１・３３１６土壙（第３・１０図）

　調査区南東部及び北西部で発見した土壙であり、重複関係から東西方向の小溝群より新しい。平面形は

歪な方形または不整形であり、規模は長軸０. ８～１. ３ｍ、深さ１５～２５㎝である。壁は緩やかに立ち上がる

ものが多く、底面もＳＫ３３０６・３３１１でやや凹凸がある以外は概ね平坦である。埋土はいずれも黒褐色粘質土

が主体である。

　遺物は、ＳＫ３３０４から土師器杯（Ｂ類）・甕（Ｂ類）、須恵器杯・甕、ＳＫ３３０６から土師器杯（Ｂ･ 類）・甕

（Ｂ類）、須恵器瓶、製塩土器が出土している。

ＳＫ３３０９・３３１０・３３１２・３３１３・３３１５土壙（第３・７図）

　調査区南東部及び南西部で発見した土壙であり、重複関係から東西方向の小溝跡より古い。平面形は歪

な方形または不整形であり、規模は長軸１. １～１. ２ｍ、深さ１５～２０㎝である。壁は緩やかに立ち上がるも

のが多く、底面は凹凸が著しい。埋土はいずれもにぶい黄橙色砂質土が多く混入する黒色粘土である。

　遺物は、ＳＫ３３１２から須恵器杯（Ⅲ類）、甕が出土している。

４　考察

　今回の調査では、掘立柱建物跡３棟、溝跡２０条、土壙１２基を発見した。このうち最も多く検出した溝跡

の重複関係をみると、南北方向のもの（ａ群：ＳＤ３２９５→ＳＤ３２９４）→東西方向のもの（ｂ群：ＳＤ３２８３～

３２９３・３２９７・３３０２）→これらと方向を違えるもの（ｃ群：ＳＤ３２３８・３３００）といった３群に分けることがで

き、規模や方向がｂ群と近似しているＳＤ３２９６・３２９８・３３０１については、それと同時期のものと考えられる。

掘立柱建物跡については、ＳＢ３３０３が溝跡ｂ群よりも新しいことが明らかである。土壙では、溝跡ｂ群より

も古いもの（�群：ＳＫ３３０９・３３１０・３３１２・３３１３・３３１５）と新しいもの（�群：ＳＫ３３０４～３３０８・３３１１・

３３１４・３３１６）がある。埋土をみると前者はいずれもにぶい黄橙色砂質土が多量に混入しているのに対して、

後者は黒褐色粘質土の自然堆積である点で異なっている。

　これらの関係を整理すると第１０図のようになり、Ａ期（溝ａ群・土壙�群）→Ｂ期（溝ｂ群）→Ｃ期（ＳＢ

３３０３、溝ｃ群、土壙�群）の変遷を捉えることができよう。

　遺構の年代については出土遺物が非常に少ないものの、溝跡ａ群に土師器杯Ｂ類が含まれることや全て

の遺構で須恵系土器が全く認められない点を考慮すれば、８世紀後葉から９世紀の範疇で収まるものと考

えられよう。



２３
第１１図　遺構変遷模式図
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１　調査に至る経緯と経過

　本調査は、個人住宅建設に伴う発掘調査である。平

成１９年６月、地権者より当該区における住宅建築と埋

蔵文化財の係わりについての協議書が提出された。建

築計画では、基礎工事の際に直径６０㎝、長さ６. ５ｍの

柱状地盤改良杭を打ち込むことから、埋蔵文化財への

影響が懸念された。このため、工法変更等による遺構

の保存が計れないか協議を行ったが、杭基礎以外の工

法では建物を支えるための十分な強度を得られないと

のことから、記録保存のための本発掘調査を実施する

ことに決定した。その後、８月２４日に地権者から調査

に関する依頼・承諾書の提出を受け、９月３日より現

地調査を開始した。

　調査は、住宅建築部分の表土除去から取りかかった。

調査面積と作業時の安全確保のため表土をすべて場外

搬出したものの、盛土の締まりが弱く調査区の傾斜を

極端に緩やかにしたことから、対象面積の約６割の調

査区を設定するにとどまった。６日より作業員を導入

して排水用の側溝を設けるとともに、中央部で確認した攪乱溝の掘り下げを行う。１１日から遺構検出作業

を開始し、ＳＢ３３２１～３３２３掘立柱建物跡やＳＤ３３２４～３３３２溝跡、ＳＫ３３３３～３３３６土壙を発見した。この際、こ

れらの上面に堆積したⅢｂ層から多くの遺物が出土したため、掘り下げに日数を要したが、１４日には平面

図作成用の基準点を調査区内に設置し、検出及び埋土掘り下げの終了したものから随時平面図の作成を開

始した。１０月３日、遺構の埋土掘り下げが概ね完了したことから調査区の全景写真を撮影し、４～９日に

かけて各遺構及び北・西壁の断面図、対象区の範囲図等を作成した。１０日に調査区内の器材撤収、１１・１２

日に重機による調査区内の埋め戻しを行い、本調査の一切を終了した。

２　調査成果

（１）層序（第２図）

　今回の調査では、現代の盛土や旧水田耕作土の下で４層の堆積を確認した。調査区中央部にある攪乱溝

を境に東西で異なる層序を示すものの、灰白色火山灰との関係や周辺の調査成果などから、以下のように

区分した。

Ⅰ １ 層：区画整理に伴う盛土であり、厚さは１. ８～２. ３ｍである。

Ⅰ ２ 層：区画整理前の水田耕作土であり、厚さは３０～４０㎝である。

Ⅱ　　層：調査区東半部に認められる黒色粘土であり、厚さは５～１０㎝である。本調査区ではほぼ水平

　　　　　に堆積しているが、周辺の調査成果では古代でも比較的新しい遺構の埋土上面に堆積してい

Ⅴ　市川橋遺跡第６４次調査

第１図　調査区位置図



２５
第２図　調査区全体図
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　　　　　る状況を確認している。

Ⅲ ａ 層：調査区東半部に認められる褐灰色砂質土であり、厚さは５～１５㎝である。周辺の成果より、

　　　　　１０世紀前葉以降の古代の堆積層と考えられる。

Ⅲ ｂ 層：調査区西半部に認められる黒褐色粘質土であり、厚さは３～２５㎝である。灰白色火山灰が小

　　　　　ブロック状に混入していることから、それ以降に形成されたものであることが明らかである。

　　　　　底面の起伏が著しく、厚く堆積している箇所からは多くの土器類が出土している。

Ⅳ　　層：調査区全域で確認されるにぶい黄橙色砂質土であり、厚さは３０㎝以上である。今回発見した

　　　　　遺構は全てこの上面で発見している。

　

（２）発見遺構と遺物

ＳＢ３３２１掘立柱建物跡（第３・６図）

　調査区南端部で発見した掘立柱建物跡である。南北１間の柱列より推測したものであり、建物の東側の

柱列であると考えられる。ＳＤ３３２５、ＳＫ３３３６と重複し、それらよりも古い。いずれの柱穴でも柱抜取り穴

が認められ、北東隅柱穴では底部付近で「柱のあたり痕跡」が確認できる。方

向は、北で約２４度西に偏しており、柱間は約２. ９ｍである。柱穴の平面形は

方形を基調としていると考えられるが、大部分が柱抜取り穴に破壊されてお

り詳細は不明である。埋土はにぶい黄橙色砂質土であり、オリーブ褐色粘土

が小ブロック状に多量に混入している。柱抜取り穴はにぶい黄橙色砂質土が

若干混入するオリーブ褐色粘土である。遺物は出土していない。　

ＳＢ３３２２掘立柱建物跡（第４・６図）

　調査区北部で発見した掘立柱建物跡である。３基の柱穴より推測したものであり、建物の東端部である

と判断した。北東隅柱穴で柱痕跡、それ以外の柱穴で柱抜取り穴を確認した。方向は、東側の柱列で測る

と北で約３０度東に偏している。柱間は東側の柱列で約３. ９ｍ（２間分推定）、南側の柱列で約２. ７ｍである。

柱穴の平面形は概ね方形を基調とし、規模は最も大きい北東隅

柱穴で測ると、長辺約５０㎝、短辺約４０㎝、深さ約３０㎝である。

埋土はにぶい黄橙色砂質土が多量に混入する黒褐色粘質土であ

る。柱痕跡は直径１５㎝の円形であり、埋土は黒褐色粘土である。

遺物は出土していない。　

ＳＢ３３２３掘立柱建物跡（第５・６図）

　調査区北部で発見した掘立柱建物跡である。東西１間の柱列

より推測したものであり、建物の南側の柱列であると考えられ

る。ＳＤ３３３１・３３３２と重複し、それらよりも古い。いずれの柱穴

でも柱抜取り穴が認められ、南東隅柱穴では「柱のあたり痕跡」

が確認できる。方向は西で約１９度北に偏しており、柱間は約

２. ０ｍである。柱穴の平面形は方形を基調とし、南東隅柱穴で

測ると、長辺約６０㎝、短辺約４０㎝、深さ約５０㎝である。埋土は

オリーブ黒色粘土が多量に混入するにぶい黄橙色砂質土である。

第３図　ＳＢ３３２１断面図

第４図　ＳＢ３３２２断面図

第５図　ＳＢ３３２３断面図



２７
第６図　ＳＢ３３２１～３３２３平面図
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第７図　ＳＤ３３２４～３３３２、ＳＫ３３３３～３３３６平面図
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遺物は出土していない。　

ＳＤ３３２４溝跡（第７・８図）

　調査区西部で発見した溝跡である。方向は西で約３１度北に偏しており、規模は長さ８ｍ以上、上幅２５～

５０㎝、下幅１０～２５㎝、深さ８～２２㎝である。底面は概ね平らであるが、西側の段を境に約１０㎝の比高が

認められる。壁には凹凸がほとんどなく、緩やかに立ち上がっている。

埋土は２層に分けることができる。いずれも黒褐色粘質土が主体であり、

２層にはにぶい黄橙色砂質土が多く混入している。

　遺物は、土師器杯（ＢⅡ類）・甕（Ａ・Ｂ類）、須恵器杯（Ⅲ類）、平瓦

が出土しており、須恵器杯にはヘラ書きが施されたものがある。

ＳＤ３３２５溝跡（第７・９図）

　調査区西部で発見した溝跡である。ＳＢ３３２１、ＳＤ３３２９と重複し、後者より古く、前者よりも新しい。

規模は長さ３. ２ｍ以上、上幅５０～７０㎝、下幅２５㎝、深さ２０㎝である。底面は概ね平坦であり、壁は緩やか

に立ち上がっている。埋土は２層に分けることができる。いずれも黒褐

色粘質土が主体であり、２層にはにぶい黄橙色砂質土が多く混入してい

る。

　遺物は、土師器杯（ＢⅤ類）・甕（Ｂ類）、須恵器杯・甕が出土している。

ＳＤ３３２７溝跡（第７・１０図）

　調査区西部で発見した溝跡である。規模は長さ１. ３ｍ、上幅２５～

４０㎝、下幅１０～２０㎝、深さ２０㎝である。底面は概ね平坦であり、

壁は垂直に立ち上がっている。埋土はにぶい黄橙色砂質土が多く混

入する褐灰色砂質土である。

　遺物は、土師器杯（Ｂ類）・甕（Ｂ類）、須恵器甕が出土している。

ＳＤ３３３０溝跡（第７・１１図）

　調査区西部で発見した溝跡であり、大部分が後世の攪乱によって破壊されている。ＳＫ３３３３と重複し、

それよりも古い。残存する規模は長さ２. ６ｍ、上幅２３～３０㎝、下幅８～１６㎝、深さ１５～１８㎝である。底面

は平らであり、南側から北側に向かって緩やかに下っている。

壁は凹凸がほとんどなく、緩やかに立ち上がっている。埋土

は２層に分けることができる。いずれも黒褐色粘質土が主体

であり、２層にはにぶい黄橙色砂質土がブロック状に多量に

混入している。

　遺物は、土師器甕（Ｂ類）、須恵器甕が出土している。

ＳＤ３３３１溝跡（第７・１２図）

　調査区西部で発見した南北方向の溝跡である。ＳＢ３３２３と重複し、それよりも新しい。規模は長さ２ｍ

以上、上幅５５㎝、下幅４８㎝、深さ１０～２２㎝である。底面は平らであり、北側から南側に向かって緩やかに

下っている。壁は凹凸がほとんどなく、やや急に立ち上がっ

ている。埋土は、にぶい黄橙色砂質土が多量に混入する褐灰

色粘質土である。遺物は出土していない。

第８図　ＳＤ３３２４断面図

第９図　ＳＤ３３２５断面図

第１０図　ＳＤ３３２７断面図

第１１図　ＳＤ３３３０断面図

第１２図　ＳＤ３３３１断面図
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ＳＫ３３３３土壙（第７・１３・１４図）

　調査区中央部で発見した不整形の土壙である。後世の攪乱により東側が大きく削平されている。ＳＢ

３３２３、ＳＤ３３３０と重複し、それらよりも新しい。規模は長軸約１. ６ｍ、深さ４０～４５㎝である。壁には凹凸

が多く、西側が垂直気味に、南側から東側は中位に段を形成しながら緩やかに立ち上がっている。底面も

凹凸が著しく、北側ほど高くなっている。埋土は４層に分けることができる。１・２層は灰黄褐色砂質土

であり、２層にはにぶい黄橙色砂質土が多量に混入している。３・４層は黒褐色粘質土が主体であり、４

層ににぶい黄橙色砂質土がブロック状に多量に混入している。

　遺物は、土師器杯（ＢⅡ類）・甕（Ａ・Ｂ類）、須恵器杯（Ⅲ・

Ⅴ類）・蓋・甕、丸瓦（ⅡＢ類）、竈形土製品が出土している。こ

のうち土師器杯や須恵器杯には墨書やヘラ書きが施されたもの、

油煙が付着したものが認められる。

ＳＫ３３３４土壙（第７・１５・１６図）

　調査区南西部で発見したおよそ方形の土壙である。規模は長軸約１. ２ｍ、

短軸約１. １ｍ、深さ４６㎝である。壁は緩やかに立ち上がっており、底面は

丸みを帯びて窄んでいる。埋土は２層に分けることができる。１層は黒褐

色粘土であり、にぶい黄橙色砂質土がブロック状に多量に混入している。

２層は褐灰色砂質土である。

　遺物は、土師器杯（Ａ・Ｂ類）・甕（Ａ・Ｂ類）、須恵器杯（Ⅲ類）・甕が出土している。このうち、須恵

器杯には内外面にヘラミガキを施したものが確認できる。

３　考察

　今回の調査では、Ⅴ層上面で掘立柱建物跡３棟、溝跡９条、土壙４基を発見した。出土遺物は全体的に

少なく、ＳＫ３３３３・３３３４からややまとまって土器類が出土しているのみである。ここでは、はじめにＳＫ

３３３３・３３３４の年代を求めた後で、それら以外の遺構についても若干の検討を行う。

第１３図　ＳＫ３３３３断面図

第１４図　ＳＤ３３３３出土遺物

第１５図　ＳＫ３３３４断面図

備　考登録
番号

写真
図版器高底径

残存率
口径
残存率

特　徴
層　位種　類番号

内　面外　面

Ⅲ類、墨書R１２－－(６. ０ )
１０/２４－ロクロナデロクロナデ

底部：ヘラ切り�- １須恵器　杯1

Ⅲ類
油煙付着R６－  ３. ６ (７. ９ )

８/２４
(１３. ９ )
６/２４ロクロナデロクロナデ

底部：ヘラ切り�- １須恵器　杯2

Ⅱｃ類R７－  ３. ５ (８. ０ )
９/２４

(１４. ４ )
５/２４ロクロナデロクロナデ、手持ちヘラケズリ

底部：回転糸切り→手持ちヘラケズリ�- １須恵器　杯3

単位：㎝
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　ＳＫ３３３３からは土師器杯Ａ・Ｂ・ＢⅡ類、土師器甕Ａ・Ｂ類、須恵器杯Ⅰ・Ⅱ・Ⅱｃ・Ⅲ類が出土しており、

①土師器杯・甕ともにＢ類が主体である、②土師器杯Ｂ類では、確認できたものはすべて切離し後再調整を

施すものである、③須恵器杯では再調整を施すものは少なく、８５％がⅢ類で占められているといった特徴

がある。杯類のうち図上で完形に復元できたものは須恵器のみであり、底径／口径が０. ５６～０. ５７、器高／口

第１６図　ＳＫ３３３４出土遺物

備　考登録
番号

写真
図版器高底径

残存率
口径
残存率

特　徴
層　位種　類番号

内　面外　面

Ａ類R1－ ２７. ８ ８. ２
１２/２４

（ ２５. ２ ）
６ /２４ヘラナデヨコナデ、ヘラケズリ

底部：木葉痕�-１土師器　甕1

Ｂ類R3－－－（ １６. ４ ）
５ /２４ロクロナデロクロナデ、（手持ちヘラケズリ）�-１土師器　甕2

Ⅲ類R2－ ４. ０５  ８. ２
２４/２４

(１３. ５ )
１０/２４ロクロナデロクロナデ

底部：ヘラ切り�-２須恵器　杯3

Ⅲ類R20－ ３. ２０ (８. ８ )
９ /２４

(１３. ８ )
３/２４ロクロナデロクロナデ

底部：ヘラ切り�-２須恵器　杯4

Ⅰ類R16P７２ ４. ５０  ９. ９
１９/２４

１５. ７
２０/２４ロクロナデ、ヘラミガキロクロナデ、ヘラミガキ

底部：回転ヘラケズリ�-４須恵器　杯5

単位：㎝
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径が０. ２４～０. ２６、外傾度が３１～３２である。土師器杯・甕でＡ類が僅かに認められるもののＢ類が主体となる

点では、東側に近接する第２６次調査２０区ＳＸ１３５１Ｃ・Ｄ出土土器（註１）など８世紀後葉～９世紀中葉頃の

土器群に類似している。杯類についてみると、資料数は少ないももの確認したものは全て底部切離し後再

調整が施されており、Ⅴ類が圧倒的に多く９世紀後半頃とされる多賀城跡第６１次調査第１０層出土土器（註

２）よりも古い要素と捉えることができよう。須恵器杯では、９世紀後半頃と考えられる山王遺跡多賀前

地区出土の第３群土器（註３）と比較するとⅢ類の占める割合が非常に高いことから、この頃までは下ら

ないものと考えられる。したがって、ＳＫ３３３３については、概ね８世紀後葉～９世紀中葉頃の範疇に収ま

るものと考えておきたい。

　ＳＫ３３３４からは土師器杯Ａ・Ｂ類、土師器甕Ａ・Ｂ類、須恵器杯Ⅰ・Ⅲ類が出土しており、①土師器甕は

ほとんどがＡ類である、②須恵器杯ではⅠ類とⅢ類がほぼ同数出土しているといった特徴がある。杯類の

うち図上で完形に復元できたものは須恵器のみであり、底径／口径が０. ６１～０. ６４、器高／口径が０. ２３～０. ３０、

外傾度が２１～２９である。土師器甕でＡ類が多くを占める点をみれば、ＳＸ１３５１Ａ・Ｂ出土土器など延暦９年

以前と考えられる土器群と共通するものと考えられる。須恵器杯についてもＳＸ１３５１Ｂ出土のものは底径

／口径が０. ５０～０. ７４（０. ５２～０. ６３中心）、器高／口径が０. ２５～０. ３１（０. ２７～０. ２９中心）であり、概ね近い数

値を示している。一方、８世紀中葉頃と考えられる山王遺跡ＳＤ１８０出土土器（註４）をみると、須恵器杯

の底径／口径や器高／口径は近似するものの、

土師器杯・甕Ｂ類が全く含まれていない点でよ

り古い要素が窺える。したがって、ＳＫ３３３４に

ついては、概ね８世紀後葉頃の年代を与えてお

きたい。

　一方、これら以外の遺構については、出土遺物の中に土師器杯Ｂ類が含まれているものが多いことから、

８世紀後葉以降に上限年代を求めることができる。このうち、ＳＢ３３２３、ＳＤ３３３０は重複関係でＳＫ３３３３より

も古いことから、９世紀中葉以前のものと推測される。それら以外のものについては、１０世紀前葉頃に出

現すると考えられる須恵系土器が全く含まれていないことから、概ね９世紀代に廃絶したものと考えられ

る。

　なお、今回発見した遺構については、城外に施工された方格地割りの変遷でⅠ～Ⅲ期に相当し、このう

ちＳＫ３３３４がⅠ期、ＳＢ３３２３やＳＫ３３３３は下ってもⅢ期の古い段階と考えられる。Ⅳ期の遺構・遺物が確認さ

れないことから、この頃には居住域としての性格が失われた地区であると推測されよう。

４　まとめ

（１）今回の調査では、掘立柱建物跡、溝跡、土壙を発見した。

（２）これらの遺構は、城外に施工された方格地割りのなかでもⅠ～Ⅲ期のものである。

註１：多賀城市教育委員会『市川橋遺跡―城南土地区画整理事業に係る発掘調査報告書Ⅱ―』多賀城市文化財調査報告書第７０集 ２００３

註２：宮城県多賀城跡調査研究所「第６１次調査」『宮城県多賀城跡調査研究所年報１９９１』 １９９２

註３：宮城県教育委員会『山王遺跡Ⅳ―多賀前地区考察編―』宮城県文化財調査報告書第１７１集 １９９６

註４：多賀城市埋蔵文化財調査センター『山王遺跡―第１０次発掘調査概報―』多賀城市文化財調査報告書第２７集 １９９１

　 表１　土師器杯・甕におけるＡ・Ｂ類の出土状況
土師器甕土師器杯

Ｂ類Ａ類Ｂ類Ａ類

８９. ３ % 
（７５点）

１０. ７ % 
（９点）

９６. ８ % 
（３０点）

３. ２ % 
（１点）SK３３３３

３. ６ % 
（１点）

９６. ４ % 
（２７点）

９２. ９ % 
（１３点）

７. １ % 
（１点）SK３３３４

（口縁部及び体部の破片資料も含む）
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１　調査に至る経緯と経過

　本調査は、個人住宅建設に伴う発掘調査である。平

成１９年８月、地権者より当該区における住宅建築と埋

蔵文化財の係わりについての協議書が提出された。建

築計画では、基礎工事の際に直径約１４㎝、長さ１０ｍの

鋼管杭を打ち込むことから、埋蔵文化財への影響が懸

念された。このため、工法変更等による遺構の保存が

計れないか協議を行ったが、杭基礎以外の工法では建

物を支えるための十分な強度を得られないとのことか

ら、記録保存のための本発掘調査を実施することに決

定した。その後、９月３日に地権者から調査に関する

依頼・承諾書の提出を受け、９月５日より現地調査を

開始した。

　調査は、住宅建築部分の表土除去から取りかかった。

調査面積と作業時の安全確保のため表土をすべて場外

搬出したため、ほぼ対象面積分の調査区を設定するこ

とができた。６日より作業員を導入して排水用の側溝

を設けるとともに壁断面で土層堆積状況の確認を行っ

たところ、Ⅲ・Ⅳ層上面がそれぞれ遺構検出面となることが判明した。翌日より、Ⅲ層上面のＳＢ３３４９・３３５０

掘立柱建物跡、ＳＤ３３５２～３３５４溝跡、ＳＫ３３５６～３３６０土壙の埋土掘り下げを開始した。このうちＳＫ３３５９は、

規模が大きく遺物も多量に出土したことからこの作業に多くの時間を要した。また、台風の影響で壁面が

崩落したことより、調査区の復旧等にも多くの労力を費やした。１２日、それらの作業と並行しながら実測

図作成用の基準点を設置し、掘り下げが終了したものから随時平面・断面図を作成する。１４日、Ⅲ層上面

検出遺構の調査が終了したことから調査区の全景写真撮影を行い、その後直ちにⅢ層を除去しⅣ層上面遺

構の検出に取りかかった。その結果、ＳＢ３３３７掘立柱建物跡、ＳＥ３３３８井戸跡、ＳＤ３３３９～３３４１溝跡、ＳＫ３３４２

～３３４８土壙を発見した。このうちＳＥ３３３８はほとんどが土砂搬出用に残したスロープ直下にあることから、

これを除く全ての調査が終了した後で改めて検出作業を行うこととした。２６日、遺構埋土の掘り下げが概

ね終了したことからⅣ層上面の全景写真を撮影し、各遺構及び調査区各壁の断面図を作成する。２８日、再

度重機を用いてＳＥ３３３８のおよそ全体を検出し、井戸側内の埋土掘り下げ、側板の平面・立面図作成、掘り

方埋土の断面図作成など一連の作業を進める。この間、市道に近接した調査区であったため、車両の振動

により掘り方埋土が崩落するという事態も発生したが、１０月９日までに掘り方の半截状況の写真撮影と側

板の取り上げが完了した。１０日に調査区内の器材撤収、１２日に重機による調査区内の埋め戻しを行い、本

調査の一切を終了した。

Ⅵ　市川橋遺跡第６５次調査

第１図　調査区位置図
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２　調査成果

（１）層序（第２図）

　今回の調査では、現代の盛土や旧水田耕作土の下で３層の堆積を確認した。このうち遺構検出面となる

のはⅢ・Ⅳ層上面であり、いずれも南西側に向かって緩やかに下っている。

Ⅰ １ 層：区画整理に伴う盛土であり、厚さは１. ８～２. １ｍである。

Ⅰ ２ 層：区画整理前の水田耕作土であり、厚さは１８～２６㎝である。

Ⅱ　　層：調査区中央以南に認められる褐灰色粘土であり、厚さは５～１５㎝である。灰白色火山灰が斑

　　　　　状に混入しており、周辺の成果と比較すると１０世紀前葉以降の古代の堆積層と考えられる。

Ⅲ　　層：調査区のほぼ全域に認められる黒褐色粘質土であり、厚さは５～２５㎝である。Ⅳ層検出遺構

　　　　　の最上面若しくはその窪みにやや厚く堆積しているが、北東端部ではほとんど確認できなく

　　　　　なる。古代の遺構検出面である。

Ⅳ　　層：調査区全域で確認されるにぶい黄橙色またはにぶい黄色砂質土であり、厚さは１５～２５㎝であ

　　　　　る。今回発見した遺構の最終遺構検出面である。なお、この下層でも沖積作用によって形成

　　　　　された砂層や砂質土層を確認している。出土遺物がないため年代については定かでないが、

　　　　　周辺の調査成果から古墳時代以前のものと推測される。

（２）発見遺構と遺物

　今回の調査では、Ⅳ層上面で掘立柱建物跡、井戸跡、溝跡、土壙、Ⅲ層上面で掘立柱建物跡、溝跡、土

壙を発見し、土師器、須恵器、木製品が出土した。以下、層ごとに遺構の概要について記載する。

〔Ⅳ層上面〕

ＳＢ３３３７掘立柱建物跡（第４・５図）

　調査区北部で発見した掘立柱建物跡である。南北１間の柱列より推測したものであり、建物の南東隅を

構成するものと考えられる。ＳＥ３３３８、ＳＫ３３３６と重複し、前者より古く後者よりも新しい。いずれの柱穴

第２図　調査区土層断面図



３５
第３図　調査区全体図
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でも柱抜取り穴が認められ、南東隅は「柱のあたり痕跡」を残すものと考えられる（註）。方向は、北で

約４５度東に偏しており、柱間は約２. ３ｍである。柱穴の平面形は方形を基調としており、南東隅柱穴で測

ると長辺約５５㎝、短辺４０㎝、深さ３４㎝である。埋土は黒褐色粘土であり、にぶい黄色砂質土が小ブロック

状に混入している。柱抜取り穴は黒褐色粘土であり、にぶ

い黄色砂質土が斑状に混入している。

　遺物は、掘り方から須恵器杯（Ⅴ類）、抜取り穴から土

師器杯（Ｂ類）・甕（Ｂ類）、須恵器杯が出土している。　

ＳＥ３３３８井戸跡（第６～８図）

　調査区北部で発見した縦板組の井戸跡である。井戸側は掘り方中央やや西よりで確認したが、上面には

長径約１. ４ｍ、短径約１. ２ｍの抜取り穴があり、これにより側板の多くが破壊されている。また、内側に倒

壊したものも多く、残存状況は非常に悪い。側板は長さ８０～１１０㎝、幅２０～５０㎝、厚さ５～１０㎝のものが

主体であり、それらの隙間や背面にはより小形の板材が多く入れられていた。南東を除く各隅には直径約

５㎝の丸太材が残存しており、西側では横桟の一部を確認している。井戸側の規模は、内法で一辺約９０㎝、

深さ約１. ８ｍであり、このうち下部４０㎝程が掘り方底面より深く掘り下げられている。埋土は３層に分け

ることができる。１層が黒色粘土、２層が暗緑灰色粗砂、３層がオリーブ黒色粘土であり、このうち２・

第５図　ＳＢ３３４３、ＳＥ３３３８ほか平面図

第４図　ＳＢ３３３７柱穴断面図

註：南東隅柱穴のものは、平面及び断面形が柱痕跡と近似している。しかし、埋土にⅣ層起因と考えられるにぶい黄色砂質土が比較的

　　多く混入していることから、ここでは「柱のあたり痕跡」と判断した。



３７
第６図　ＳＥ３３３８平面図・立面図・断面図



３８
第７図　ＳＥ３３３８掘り方出土遺物



３９
第８図　ＳＥ３３３８側内・抜取り穴出土遺物
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備考
登録

番号

写真

図版
器高

底径

残存率

口径

残存率

特徴

種類
番

号
内面外面

Ａ類R８０－ ３. ２ 
(８. ２ )
２/２４

(１４. ８ )
１/２４

ヘラミガキ、黒色処理ヘラミガキ・黒色処理土師器　杯１

ＢⅡｃ類漆付着R２０－－
(８. ２ )
３/２４

－ヘラミガキ、黒色処理
ロクロナデ、手持ちヘラケズリ

底部：回転糸切り→手持ちヘラケズリ
土師器　杯２

Ⅲ類墨書「廣」R２４－－
(８. ８ )
３/２４

－ロクロナデ
ロクロナデ

底部：ヘラ切り
須恵器・杯３

Ⅲ類、ヘラ書き

墨書「芳」
R１３P７３－－－ロクロナデ

ロクロナデ

底部：ヘラ切り
須恵器・杯４

Ⅲ類R１０－３. ６５ 
(６. ０ )
７/２４

(１３. １ )
４/２４

ロクロナデ
ロクロナデ

底部：ヘラ切り
須恵器・杯５

Ⅱａ類R９－－
(９. ４ )
７/２４

－ロクロナデ
ロクロナデ

底部：ヘラ切り→手持ちヘラケズリ
須恵器・杯６

R８－－－
(１６. ４ )
３/２４

ロクロナデロクロナデ須恵器・蓋７

R６－－－
(２３. ２ )
４/２４

ロクロナデロクロナデ須恵器・甕８

R８１－長さ：６. ５、最大幅：１. ２不明骨製品９

R１１－長さ：１２. ９、幅：５. ８～７. ２、最大厚：２. ７砥石１０

R７－幅：５. １～６. ３、最大厚：２. ８砥石１１

蓋板R３－外径：（１９. ０）、厚さ：０. ８、柾目
木製品

円形曲物
１２

蓋板R４－外径：（１９. ８）、厚さ：１. ３、柾目
木製品

円形曲物
１３

ＳＥ３３３８掘り方出土遺物観察表

ＳＥ３３３８側内・抜取り穴出土遺物観察表

備　考
登録

番号

写真

図版
器高

底径

残存

率

口径

残存

率

特　徴

層　位種　類
番

号
内　面外　面

ＢⅠｃ類

墨書「廣」・「木」
R２３P７２ ４. ２ 

６. ５
２４/２４

１２. ５
１６/２４

ヘラミガキ、黒色処理
口縁部：ヘラミガキ

底部：回転糸切り→回転ヘラケズリ

井戸側内

埋土
土師器　杯１

ＢⅡ類R１P７２ ５. ７ 
８. ２５
２４/２４

１７. ８
２３/２４

ヘラミガキ、黒色処理
ロクロナデ

底部：手持ちヘラケズリ

井戸側内

埋土
土師器　杯２

Ｂ類R１４－－－
(２０. ８ )
８ /２４

ロクロナデ叩き→ロクロナデ→手持ちヘラケズリ
井戸側内

埋土
土師器　甕３

Ⅲ類R５－４. １５ 
(７. ５ )
９ /２４

(１２. ６ )
２ /２４

ロクロナデロクロナデ底部：ヘラ切り
井戸側内

埋土
須恵器　杯４

Ⅲ類R１５－－
８. ６
１４/２４

－ロクロナデ
ロクロナデ

底部：ヘラ切り
抜取り穴須恵器　杯５

墨書R３－－－－ロクロナデロクロナデ
井戸側内

埋土
須恵器　杯６

墨書R１７－－－－ロクロナデロクロナデ抜取り穴須恵器　杯７

油煙付着R１８－－－－ロクロナデロクロナデ
井戸側内

埋土
須恵器　杯８

ヘラ書きR４－－
(７. ２ )
８ /２４

－ロクロナデ
ロクロナデ

底部：ヘラ切り

井戸側内

埋土
須恵器　杯９

墨書ヘラ書きR２２－－
(６. ０ )
３ /２４

－ロクロナデ
ロクロナデ

底部：ヘラ切り

井戸側内

埋土
須恵器　杯１０

墨書R２P７３－
６. ４
１２/２４

－ロクロナデ
ロクロナデ

底部：ヘラ切り→手持ちヘラケズリ

井戸側内

埋土
須恵器　杯１１

R２－長さ：２７. ８、最大径：７. ５
井戸側内

埋土

木製品

横槌
１２

R１－口径：１８. ８、底径：１４. ５、器高：１. ８、底部にロクロ爪痕２ヵ所、柾目
井戸側内

埋土

木製品

挽物台付皿
１３
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３層が掘り方底面より深く掘り込まれた箇所にあたる。掘り方の平面形はおおよそ円形であり、規模は直

径約３ｍ、深さ約１. ５ｍである。壁は上端部が緩やかであるものの、それ以外は垂直気味に立ち上がって

いる。埋土は黒褐色粘土であり、にぶい黄色砂質土がブロック状に多量に混入している。

　遺物は、掘り方から土師器杯（Ａ・ＢⅡ・ＢⅡｃ・ＢⅤ類）・甕（Ａ・Ｂ類）、須恵器杯（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ類）・

蓋・瓶・甕、平瓦（ⅡＡ類）、丸瓦（Ⅱ類）、砥石、木製品曲げ物、不明骨製品、井戸側内から土師器杯

（Ａ・ＢⅠｃ・ＢⅡ・ＢⅡｃ・ＢⅤ類）・甕（Ａ・Ｂ類）、須恵器杯（Ⅲ類）・高台付杯・双耳杯・瓶・甕、軒丸

瓦、挽物台付皿、横槌、抜取り穴から土師器杯（ＢⅠ・ＢⅠｃ類）・甕（Ａ・Ｂ類）、須恵器杯（Ⅲ）・瓶・甕、

丸瓦が出土している。このうち、土師器杯や須恵器杯には墨書やヘラ書きが施されたもの、漆や油煙が付

着したものが確認できる。

ＳＤ３３３９溝跡（第９・１６図）

　調査区東部で発見した南北方向の溝跡である。北側はほぼ直線的であるが、南側はやや東に彎曲しなが

ら調査区外に延びている。ＳＤ３３４０、ＳＫ３３４４と重複し、ＳＫ３３４４よりも古く、ＳＤ３３４０よりも新しい。方向

は北で約２１度東に偏しており、規模は長さ７ｍ以上、上幅４５～

６５㎝、下幅２０～４０㎝、深さ２０～３０㎝である。底面は概ね平らで

あり、南北の比高はほとんどない。壁も凹凸はほとんどなく、

垂直気味に立ち上がっている。埋土は黒褐色粘土が主体であり、

にぶい黄色砂質土が多量に混入している。

　遺物は、土師器甕（Ｂ類）、須恵器杯が出土している。

ＳＤ３３４０溝跡（第９・１６図）

　調査区東部で発見した南北方向の溝跡である。ＳＤ３３３９と重複し、これよりも古い。規模は長さ３. ５ｍ以

上、上幅７０～７５㎝、下幅４０～５０㎝、深さ約４０㎝である。底面は概ね平らであり、北側から南側に向かって

僅かに下っている。壁も凹凸は少なく、垂直気味に立ち上がっている。埋土は２層に分けることができる。

いずれも黒褐色粘土が主体であるが、下層にはにぶい黄色砂質土が多量に混入している。遺物は出土して

いない。

ＳＤ３３４１溝跡（第２・１６図）

　調査区東部で発見した溝跡である。方向は西で約２０度北に偏しており、規模は長さ３. ７ｍ以上、上幅１６

～２８㎝、下幅１２～１７㎝、深さ約２０～３０㎝である。底面は概ね平坦であり、壁は緩やかに立ち上がっている。

埋土は黒褐色粘質土であり、にぶい黄色砂質土が斑状に混入している。遺物は出土していない。

ＳＫ３３４３土壙（第５・１０図）

　調査区北部で発見した南北に長い不整形の土壙である。ＳＢ

３３３７、ＳＤ３３４２と重複し、前者よりも古く後者よりも新しい。規

模は南北約１. ５ｍ、東西０. ６～０. ９ｍ、深さ１０～２０㎝である。底

面は凹凸が著しく、西側ほど深くなっている。壁は垂直気味に立ち上がっている。埋土は黒褐色粘質土で

あり、炭化物やにぶい黄橙色砂質土が斑状に多く混入している。

　遺物は、土師器杯（ＢⅡ類）・甕（Ｂ類）、須恵器杯・蓋、平瓦が出土している。

ＳＫ３３４４土壙（第１１・１２・１６図）

　調査区北部で発見した、およそ円形の土壙である。ＳＤ３３３９と重複し、それよりも新しい。規模は長径約

第９図　ＳＤ３３３９ほか断面図

第１０図　ＳＫ３３４３断面図
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７０㎝、深さ約３０㎝である。底面はやや丸みを帯びて窪んでおり、

壁は緩やかに立ち上がっている。埋土は３層に分けることがで

きる。いずれも黒褐色粘質土が主体であるが、１層に炭化物、

３層ににぶい黄橙色砂質土が多く混入している。

　遺物は、土師器杯（ＢⅡ類）・甕（Ｂ類）がある。このうち杯

には、内面に刻書が施されるものがある。

ＳＫ３３４５土壙（第１３・１６図）

　調査区北部で発見した東西に長い不整形の土壙である。ＳＫ３３４６と重複し、それよりも新しい。規模は

東西約１. １ｍ、南北０. ６～０. ７ｍ、深さ２２㎝である。底面は丸みを帯びて窄まっており、壁は緩やかに立ち

上がっている。埋土は４層に分けることができる。１・３層が黒褐色粘土、２層が炭化物の薄層、４層が

褐灰色粘土であり、このうち４層にはにぶい黄橙色砂質土が多量に混入している。

　遺物は、土師器杯（Ｂ類）・甕（Ｂ類）、須恵器杯（Ⅲ・Ⅴ

類）が出土している。このうち土師器杯には、体部に墨痕が

認められるものがある。

ＳＫ３３４６土壙（第５・１４図）

　調査区北部で発見した不整形の土壙である。ＳＫ３３４５と重複し、それよりも古い。規模は東西０. ５～０. ８

ｍ、南北０. ７～０. ８ｍ、深さ１５～２６㎝である。底面は凹凸が多く、南半部が約１０㎝深く掘り込まれている。

壁は概ね緩やかに立ち上がっている。埋土は、にぶい黄橙

色砂質土が多量に混入するオリーブ黒色粘土である。遺物

は出土していない。

ＳＫ３３４７土壙（第５・１５図）

　調査区北部で発見した東西に長い不整形の土壙である。規

模は東西約１. ２ｍ、南北０. ５～０. ６ｍ、深さ２０㎝である。底面

は部分的に凹凸が認められるものの、概ね平らである。壁は

ほぼ垂直に立ち上がっている。埋土は、にぶい黄色砂質土が

第１１図　ＳＫ３３４４断面図

第１３図　ＳＫ３３４５断面図

第１２図　ＳＫ３３４４出土遺物

第１４図　ＳＫ３３４６断面図

第１５図　ＳＫ３３４７断面図

備　考登録
番号

写真
図版器高底径

残存率
口径
残存率

特　徴
種　類番号

内　面外　面

ＢⅡ類・刻書R６７－－１０. ８
１８/２４－ヘラミガキ、黒色処理ロクロナデ

底部～体部中位：手持ちヘラケズリ土師器　杯1

ＢⅡ類・刻書R６６－３. ８５ (８. ０ )
３/２４

(１５. ４ )
３/２４ヘラミガキ、黒色処理口縁部：ロクロナデ

底部～体部：手持ちヘラケズリ土師器　杯2

単位：㎝
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僅かに混入する褐灰色粘土である。

　遺物は、土師器杯（Ｂ類）・甕（Ｂ類）、土器片製円板が出土している。

ＳＫ３３４８土壙（第５図）

　調査区西部で発見した方形の土壙である。規模は一辺約０. ９ｍ、深さ約１０㎝である。底面概ね平坦であ

り、壁は緩やかに立ち上がっている。埋土は、にぶい黄色砂質土が多量に混入する褐灰色粘土である。遺

物は出土していない。

〔Ⅲ層上面〕

ＳＢ３３４９掘立柱建物跡（第１７・１８図）

　調査区西部で発見した南北２間、東西２間以上の掘立柱建物跡である。ＳＫ３３５９と重複し、それよりも

古い。柱穴は５基検出しており、北側の柱列東より１間目柱穴を除く全ての柱穴で柱抜取り穴を確認した。

方向は、東側の柱列で測ると北で約１９度東に偏している。建物の規模は東側の柱列で約５. ４ｍ、柱間は南

より約２. ７ｍ、約２. ７ｍであり、南側の柱間は約２. ２ｍである。柱穴の平面形は方形を基調とし、規模は北

第１６図　ＳＤ３３３９、ＳＫ３３４４ほか平面図



４４
第１７図　ＳＢ３３４９・３３５０平面図・断面図



４５

東隅柱穴で測ると長辺７５㎝、短辺７０㎝、深さ５０㎝である。埋土はにぶい黄色砂質土が混入する黒褐色粘土

が主体であるが、北東隅柱穴ではにぶい黄色砂質土主体の埋土と互層になっている。抜取り穴は柱穴の中

央付近に認められるものと、中央から隅付近に認められるものがある。埋土は黒褐色粘土が主体であり、

上層に炭化物が混入するものが多い。

　遺物は、掘り方から土師器甕（Ｂ類）、須恵器杯（Ⅲ類）、抜取り穴から土師器杯（ＢⅡ・ＢⅡｃ類）・甕

（Ｂ類）、須恵器杯（Ⅱｃ・Ⅲ・Ⅴ類）・瓶・甕が出土している。　

ＳＢ３３５０掘立柱建物跡（第１７・１８図）

　調査区北部で発見した掘立柱建物跡である。東西１間の柱列より推測したものであり、建物の南東隅で

あると考えられる。いずれの柱穴でも柱抜取り穴が認められ、西側の柱穴では破損した柱材の一部が残存

している。方向は、西で約３１度北に偏しており、柱間は約１. ９ｍである。柱穴の平面形は概ね方形を基調

とし、西側の柱穴で測ると長辺約５０㎝、短辺約４０㎝、深さ約３０㎝である。埋土は褐灰色粘土が主体であり、

炭化物やにぶい黄色砂質土が多く混入している。抜取り穴は柱穴の中央付近に認められる。褐灰色粘土が

主体であり、にぶい黄色粘土が僅かに混入している。

　遺物は、須恵器杯（Ⅱａ類）が出土している。　

ＳＫ３３５６土壙（第２４図）

　調査区東部で発見した南北に長い不整形の土壙である。規模は南北約２. ８ｍ、東西０. ５～１. ３ｍ、深さ約

５～１０㎝である。底面は凹凸が著しく平坦でない。壁にも凹凸が多く認められるが、緩やかに立ち上がっ

ている。埋土は、炭化物が多量に混入する黒色粘土である。

　遺物は、土師器杯（ＢⅤ類）・甕（Ｂ類）、須恵器杯（Ⅲ類）・高台付杯・甕が出土している。

ＳＫ３３５７土壙（第１９・２４図）

　調査区東部で発見した円形の土壙である。ＳＫ３３６０と重複し、それよりも新しい。規模は直径約１. １ｍ、

深さ２５㎝である。底面は凹凸が著しく平坦でない。壁は南側が垂直に立ち上がっているが、それ以外は緩

やかである。埋土は、炭化物が多量に混入する黒褐色粘

土である。

　遺物は、土師器杯（ＢⅡ・ＢⅤ類）・甕（Ｂ類）、須恵器

杯（Ⅲ・Ⅴ類）、甕が出土している。

第１８図　ＳＢ３３４９・３３５０出土遺物

第１９図　ＳＫ３３５７断面図

備　考登録
番号

写真
図版器高底径

残存率
口径
残存率

特　徴
層　位種　類番号

内　面外　面

Ⅱ類R６４－ ４. ２ ６. ６
２４/２４

(１３. ８ )
９/２４ロクロナデロクロナデ

底部：手持ちヘラケズリ
SB３３５０
抜取り穴須恵器　杯1

Ⅴ類R６５－ ４. ０ (６. ０ )
６ /２４

(１３. ４ )
６/２４ロクロナデロクロナデ

底部：回転糸切り
SB３３４９
抜取り穴須恵器　杯2

単位：㎝



４６

ＳＫ３３５９土壙（第２０～２２図）

　調査区南半部で発見した不整形の土壙である。ＳＢ３３４９、ＳＤ３３５２・３３５３、ＳＫ３３５８と重複し、ＳＤ３３５２・３３５３

よりも古く、ＳＫ３３５８よりも新しい。規模は東西４. ９ｍ、南北３. ２ｍ以上、深さ約４０㎝である。底面は凹凸

が著しく、北側から南側に向かって緩やかに下っている。壁もやや凹凸が多いものの、緩やかに立ち上

がっている。埋土は３層に分けることができる。いずれも黒褐色粘土が主体であり、２層には炭化物が多

量に混入している。

　遺物は、土師器杯（Ａ・ＢⅠ・ＢⅡ・ＢⅡｃ・ＢⅤ類）・甕（Ａ・Ｂ類）、須恵器杯（Ⅰ・Ⅱ・Ⅱｃ・Ⅲ・Ⅴ

類）・長頸瓶・瓶・甕、丸瓦（Ⅱ・ⅡＡ類）、砥石・土錘・製塩土器が出土している。このうち、土師器杯

や須恵器杯には墨書やヘラ書きが施されたもの、漆や油煙が付着したものが確認できる。また、土師器甕

の体部にもヘラ書きが認められるものもある。

第２０図　ＳＫ３３５９平面図・断面図



４７
第２１図　ＳＫ３３５９出土遺物（１）

備　考登録
番号

写真
図版器高底径

残存率
口径
残存率

特　徴
層　位種　類番号

内　面外　面

ＢⅡｃ類
「墨痕」R２６P７２４. ３５ ６. ０

２４/２４
(１３. ２ )
６ /２４ヘラミガキ、黒色処理ロクロナデ、体部下：手持ちヘラケズリ

底部：回転糸切り→手持ちヘラケズリ�-１土師器　杯1

ＢⅡｃ類R４７－ ４. ６ ６. ４
１４/２４

(１３. ２ )
５ /２４ヘラミガキ、黒色処理ロクロナデ、体部下：手持ちヘラケズリ

底部：回転糸切り→手持ちヘラケズリ�-１土師器　杯2

ＢⅡｃ類
「墨書」R４６P７３ ３. ９ (６. ２ )

５ /２４
(１３. ３ )
３ /２４ヘラミガキ、黒色処理ロクロナデ、体部下：手持ちヘラケズリ

底部：回転糸切り�-１土師器　杯3

ＢⅡｃ類R４８P７２ ５. ２５ ６. ３
２４/２４

(１４. ４ )
３ /２４ヘラミガキ、黒色処理ロクロナデ、体部下：手持ちヘラケズリ

底部：回転糸切り→手持ちヘラケズリ�-１土師器　杯4

ＢⅡｃ類
「墨書」R７２P７３ ４. ２ ６. ６

２０/２４
(１３. ４ )
６ /２４ヘラミガキ、黒色処理ロクロナデ、体部下：手持ちヘラケズリ

底部：回転糸切り→手持ちヘラケズリ�-１土師器　杯5

ＢⅡｃ類R２８－４. ６５ ５. ７５
２４/２４

(１３. ６ )
３ /２４ヘラミガキ、黒色処理ロクロナデ、体部下：手持ちヘラケズリ

底部：回転糸切り→手持ちヘラケズリ�-１土師器　杯6

ＢⅡｃ類R２９－ ５. ５ ６. ８
１２/２４

(１３. ３ )
７ /２４ヘラミガキ、黒色処理ロクロナデ、体部下：手持ちヘラケズリ

底部：回転糸切り→手持ちヘラケズリ�-１土師器　杯７

ＢⅡ類R２５－ ７. ６ ６. ７
２４/２４

(１６. ４ )
２ /２４ヘラミガキ、黒色処理ロクロナデ、体部下：手持ちヘラケズリ

底部：手持ちヘラケズリ�-１土師器　杯８

ＢⅤ類R４５－ ４. ４ (７. ８ )
８ /２４

(１３. ８ )
２ /２４ヘラミガキ、黒色処理ロクロナデ

底部：回転糸切り�-１土師器　杯９

R４９－－－(１２. ７ )
１２/２４ヘラミガキ、黒色処理ロクロナデ

底部：回転糸切り�-１土師器
高台付杯１０

Ⅴ類
油煙付着R５３－ ５. １ ６. ５５

１８/２４
(１３. ３ )
３ /２４ロクロナデロクロナデ

底部：回転糸切り�-１須恵器　杯１１

体部にヘラ書きR３２－－－－ロクロナデロクロナデ�-１土師器　甕１２

単位：㎝



４８

ＳＫ３３５８土壙（第２３・２４図）

　調査区中央部で発見した南北に長い円形の土壙である。

ＳＫ３３５９と重複し、それよりも新しい。規模は長径７５㎝、

短径６０㎝、深さ２５㎝である。底面は概ね平坦であり、壁は

緩やかに立ち上がっている。埋土は４層に分けることがで

きる。１・２・４層は黒色粘土、２層は炭化物の薄層であり、このうち４層には灰黄褐色砂質土が多量に

混入している。

　遺物は、土師器杯（Ｂ類）・甕（Ｂ類）・甑、須恵器杯（Ⅱｃ・Ⅲ類）・瓶・甕が出土している。

ＳＫ３３６０土壙（第２４・２５図）

　調査区東部で発見した不整形の土壙である。ＳＫ３３５７と重複し、それよりも古い。規模は長軸約１ｍ、

深さ約２０㎝である。底面は概ね平坦であり、壁は垂直気味に立ち上がっている。埋土は、にぶい黄橙色砂

第２２図　ＳＫ３３９５出土遺物（２）

第２３図　ＳＫ３３５８断面図

備　考登録
番号

写真
図版器高底径

残存率
口径
残存率

特　徴
層　位種　類番号

内　面外　面

R３３P７２４. ０ ７. ０
１８/２４

(１３. ６ )
８/２４ロクロナデロクロナデ

底部：回転糸切り�-２土師器
高台付杯1

Ⅲ類R３９－３. ９ (６. ８ )
１０/２４

(１２. ６ )
１１/２４ロクロナデロクロナデ

底部：ヘラ切り�-２須恵器　杯2

Ⅲ類R４２－－(８. ０ )
７/２４－ロクロナデロクロナデ

底部：ヘラ切り�-２須恵器　杯3

Ⅲ類R４０－４. ０５ (１０. ４ )
６/２４

(１５. ４ )
３ /２４ロクロナデロクロナデ

底部：ヘラ切り�-２須恵器　杯4

Ⅲ類漆付着R３７P７２３. ８５ ７. ４
１２/２４

(１４. ２ )
９ /２４ロクロナデロクロナデ

底部：ヘラ切り�-２須恵器　杯5

墨書R３６－－－－ロクロナデロクロナデ�-２須恵器　杯6

墨書「廣」R３５－－－－ロクロナデロクロナデ�-２須恵器　杯７

墨書「廣」R３４P７３－－－ロクロナデロクロナデ�-２須恵器　杯８

R５０－－－(１３. １ )
３ /２４ロクロナデロクロナデ

底部：回転ヘラケズリ�-２須恵器
高台付杯９

単位：㎝



４９

質土が多量に混入する黒褐色粘土である。

　遺物は、須恵器杯（Ⅱ類）が出土している。

Ⅲ層出土遺物（第２６図）

　土師器杯（Ａ・ＢⅡ類）・甕（Ａ・Ｂ類）、須恵器杯（Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅴ類）・瓶・甕、製塩土器が出土して

いる。このうち須恵器杯には墨書が施されたものや油煙が付着したものがある。

３　考察

　本調査では、掘立柱建物跡３棟、井戸跡１基、溝跡９条、土壙１１基を発見した。これらはⅢ層を挟んで

下層の遺構群（Ａ期）と上層の遺構群（Ｂ期）に大別することができる。このうち、ＳＥ３３３８井戸跡（Ａ期）、

ＳＫ３３５９土壙（Ｂ期）、Ⅲ層から比較的多くの土師器杯・甕、須恵器杯が出土していることから、以下これ

ら出土遺物や各遺構の年代について若干検討してみたい。

（１）出土遺物の特徴

①ＳＥ３３３８井戸跡出土土器

　掘り方から土師器杯Ａ・Ｂ・ＢⅡ・ＢⅤ類、土師器甕Ａ・Ｂ類、須恵器杯Ⅰ・Ⅱａ・Ⅲ類が出土しており、

ａ）土師器杯ではＡ類が全体の４０％とやや多く出土している、ｂ）土師器杯Ｂ類では９０％がＢⅡ類であり、

再調整を施すものが圧倒的に多い、ｃ）土師器甕ではＡ類が８６％と多数を占める、ｄ）須恵器杯では約８８％

がⅢ類であるといった特徴がある。杯類のうち図上で完形に復元できたものは須恵器１点のみであり、底

第２４図　ＳＫ３３５６～３３５８・３３６０ほか平面図

第２５図　ＳＫ３３６０断面図



５０

径／口径が０. ４６、器高／口径が０. ２８、外傾度が３８である。　　　　　

　井戸側内または抜取り穴から出土した遺物には、土師器杯Ａ・Ｂ・ＢⅠ・ＢⅡ・ＢⅤ類、土師器甕Ａ・Ｂ類、

須恵器杯Ⅲ類があり、ａ）土師器杯・甕ともにＢ類が主体であり、Ａ類は掘り方出土のものに比べると極端

に減少している、　ｂ）土師器杯Ｂ類ではＢⅠ・Ⅱ類が８８％を占めており、底部切離し後再調整を施すもの

が主体である、　ｃ）土師器甕Ｂ類には体部に叩きの痕跡を残すものがみられる、ｄ）須恵器杯は全てⅢ類で

あるといった特徴がある。杯類のうち図上で完形に復元できたものをみると、土師器では底径／口径が０. 

４６～０. ５２、器高／口径が０. ３２～０. ３４、外傾度が３０～３９、須恵器では底径／口径が０. ６０、器高／口径が０. ３３、

外傾度が３２である。　　

第２６図　Ⅲ層出土遺物

備　考登録
番号

写真
図版器高底径

残存率
口径
残存率

特　徴
種　類番号

内　面外　面

Ⅲ類R６０－  ４. ２  ８. ３
２４/２４

１３. ７５
２０/２４ロクロナデロクロナデ

底部：ヘラ切り須恵器　杯1

Ⅲ類R５８－  ４. ２ (８. ３ )
５ /２４

(１４. ４ )
２/２４ロクロナデロクロナデ

底部：ヘラ切り須恵器　杯2

Ⅲ類R５９－  ３. ９ (７. ２ )
５ /２４

(１３. ４ )
６/２４ロクロナデロクロナデ

底部：ヘラ切り須恵器　杯3

Ⅲ類R５７－  ５. ８ (８. ６ )
６ /２４

(１５. ８ )
４/２４ロクロナデロクロナデ

底部：ヘラ切り須恵器　杯4

Ⅲ類R５１－  ４. ２ (７. ５ )
８ /２４

(１３. ０ )
２/２４ロクロナデロクロナデ

底部：ヘラ切り須恵器　杯5

Ⅲ類R５６－  ３. ８  ６. ４
２４/２４

１１. ９
２１/２４ロクロナデロクロナデ

底部：ヘラ切り須恵器　杯6

Ⅴ類R６１－  ３. ９  ７. ０
２４/２４

(１４. ６ )
２/２４ロクロナデロクロナデ

底部：回転糸切り須恵器　杯7

Ⅴ類R６２－ ３. ４５ (５. ８ )
５ /２４

(１２. ９ )
６/２４ロクロナデロクロナデ

底部：回転糸切り須恵器　杯8

R６３－  ４. ５ (７. ９ )
８ /２４

(１２. ０ )
９/２４ロクロナデロクロナデ須恵器

高台付杯9

R５５－－１５. ６
３ /２４－指によるオサエ痕跡製塩土器１０

単位：㎝



５１

②ＳＫ３３５９土壙出土土器

　埋土は３層に分けられ、このうち１・２層から多くの土器が出土している。

　２層からは土師器杯Ａ・Ｂ・ＢⅡ・ＢⅡｃ類、土師器甕Ａ・Ｂ類、須恵器杯Ⅰ・Ⅲ・Ⅴ類が出土しており、

ａ）土師器杯・甕はＢ類が主体である、ｂ）土師器杯Ｂ類の底部は、すべて切離し後再調整を施すものであ

る、 ｃ）須恵器杯では９０％がⅢ類であるといった特徴がある。杯類のうち図上で完形に復元できたものは

須恵器のみであり、底径／口径が０. ４９～０. ６８、器高／口径が０. ２５～０. ３８、外傾度が３０～３５である。

　１層からは土師器杯Ａ・Ｂ・ＢⅠ・ＢⅡ・ＢⅡｃ・ＢⅤ、土師器甕Ａ・Ｂ類、須恵器杯Ⅰ・Ⅱ・Ⅱｃ・Ⅲ・Ⅴ

類が出土しており、ａ）土師器杯・甕はＢ類が主体である、ｂ）土師器杯ではＢⅠ・Ⅱ類が６４％であり、切

離し後再調整を施すものの割合がやや多い、ｃ）須恵器杯は７６％がⅢ類であるが、Ⅴ類もやや多く認められ

るといった特徴がある。杯類のうち図上で完形に復元できたものをみると、土師器では底径／口径が０. ４１

～０. ５７、器高／口径が０. ２９～０. ４６、外傾度が２５～３４、須恵器では底径／口径が０. ４９、器高／口径が０. ３８、外

傾度が３０である。　　　　　

③Ⅲ層出土土器

　土師器杯Ａ・Ｂ・ＢⅡ類、土師器甕Ａ・Ｂ類、須恵器杯Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅴ類が出土しており、ａ）土師器杯・

甕ともにＢ類が主体である、ｂ）須恵器杯は７７％がⅢ類であり、ＳＫ３３５９に比べるとⅤ類は少ないといった

特徴がある。杯類のうち図上で完形に復元できたものは須恵器のみであり、底径／口径が５４～６０、器高／

口径が２７～３７、外傾度が２３～４３である。　　　　　

（２）出土遺物の年代

　本地区周辺において、前述したＳＥ３３３８井戸跡、ＳＫ３３５９土壙、Ⅲ層出土土器と類似するものには、市川

橋遺跡ＳＸ１３５１出土土器（註１）や多賀城跡大畑ＳＥ２１０１ＢⅢ層出土土器（註２）・同ＳＫ２１６７出土土器（註

３）などがある。

　ＳＸ１３５１には４時期の変遷（Ａ→Ｄ期）があり、Ａ・Ｂ期が延暦９年（７９０）以前、Ｃ期が延暦９年～延暦

２４年（８０５）の間、Ｄ期が延暦２４年～９世紀中葉頃の年代観がそれぞれ与えられている。土師器杯・甕と

もＡ・Ｂ類が供伴しているのが特徴であるが、各時期でやや異なった出土状況が確認できる。杯Ａ類をみる

とＡ期で４４％、Ｂ期で８３％と多く出土しているものの、Ｃ期以降は極端に減少している。一方、杯Ｂ類に

限ってみるとＡ・Ｃ期ではＢⅠ・Ⅱ類の占める割合が８０％以上と圧倒的に高いのに対してＤ期では６割以下

に減少しており、Ｃ期では１０％にも満たなかったＢⅤ類がＤ期では２８％に増加している（註４）。土師器甕

Ａ・Ｂ類については、杯同様Ｃ期以降にＡ類が減少し、ほとんどがＢ類で占められるようになる。このうち

Ｂ類では、体部に叩きの痕跡を残すものも少量出土している。一方、須恵器杯ではいずれもⅢ類が主体で

ある。Ⅴ類の割合はＣ期で４％、Ｄ期で１３％であり、少ないながらも新しくなるに従って増加する傾向が

指摘されている。杯類のうち図上で完形に復元できたものをみると、土師器では底径／口径が０. ３８～０. ６２、

器高／口径が０. ２３～０. ４８、須恵器では底径／口径が０. ３９～０. ７３、器高／口径が０. ２２～０. ４５となっている。

註１：多賀城市教育委員会 『市川橋遺跡―城南土地区画整理事業に係る発掘調査報告書Ⅱ―』 多賀城市文化財調査報告書第７０集 ２００３

註２：宮城県多賀城跡調査研究所 「第６０次調査」 『宮城県多賀城跡調査研究所年報１９９１』 １９９２

註３：宮城県多賀城跡調査研究所 「第６２・６３次調査」『 宮城県多賀城跡調査研究所年報１９９２』 １９９３

註４：ＢⅡ類では器高が低く底径の大きいＢⅡ１と器口が高く底径が大きいＢⅡ２に細分している。報告書に記載されていないものの、

　　　底部切り離し後のヘラケズリについては体部中～上位まで及ぶものと体部下位で収まるものが認められる。
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　ＳＥ２１０１ＢⅢ層出土土器は、天長９年（８３２）を上限とする９世紀前葉頃の年代が示されている。土師器

では無段丸底風の杯Ａ類が１点ある以外はすべてＢ類である。ＢⅠ・ＢⅡ類が圧倒的に多く、無調整のもの

は極めて少ない。再調整は体部中～下位で収まっており、上位まで及ぶものは認められない。土師器甕は

すべてＢ類であり、体部に叩きの痕跡が認められるものはない。須恵器杯にはＢⅠ・ＢⅡ・Ⅲ・Ⅴ類があり、

Ⅲ類８０％、Ⅴ類１３％、その他７％となっている。杯類の底径／口径をみると土師器では０. ３３～０. ５７、須恵器

では０. ４４～０. ６４である。

　ＳＫ２１６７出土土器は９世紀中葉頃の年代が示されている。土師器杯・甕は全てＢ類である。このうち杯で

はＢⅠ・ＢⅡ類が主体となっているものの、ＢⅤ類も２１％と全体の１ /５を占めるようになる。甕では体部

に叩きの痕跡が認められるものはない。須恵器杯ではⅤ類の占める割合が４３％であり、前述したＳＸ１３５１

出土土器やＳＥ２１０１ＢⅢ層出土土器に比べ増加している。杯類の底径／口径をみると土師器では０. ２６～０. ４０、

須恵器では０. ４３～０. ５５である。

　次に、上述した土器群とＳＥ３３３８、ＳＫ３３５９、Ⅲ層出土土

器を比較し、これらの年代についてまとめてみたい。

　ＳＥ３３３８掘り方出土土器は、土師器杯・甕ともにＡ類が多

く出土していることや、杯類では土師器杯ＢⅡ類、須恵器

杯Ⅲ類が主体となる点で、ＳＸ１３５１Ａ・Ｂ出土土器に近似し

ていると考えられる。井戸側内及び抜取り穴埋土ではＡ類

が極端に減少するものの、掘り方と同様に杯類では土師器

杯ＢⅠ・Ⅱ類と須恵器杯Ⅲ類が主体的である。土師器甕に

Ａ類が少量含まれることやＢ類に叩きの痕跡が認められる

点では、ＳＥ２１０１ＢⅢ層出土土器よりも古い要素ととらえる

ことが可能である。したがって、ＳＥ３３３８については掘り

方出土土器が８世紀後葉～９世紀初頭頃、井戸側内及び抜

須恵器土師器Ｂ類

器高／口径底径／口径Ⅴ類Ⅳ類Ⅲ類Ⅱ類Ⅰ類器高／口径底径／口径Ⅴ類Ⅳ類Ⅲ類Ⅱ類Ⅰ類

０. ２２～０. ３３０. ４８～０. ６８９１. ６ %
（３３点）

５. ６ %
（２点）

２. ８ %
（１点）０. ２３～０. ４８０. ４７～０. ６０１５. ８ %

（３点）
７３. ７ %
（１４点）

１０. ５ %
（２点）SX１３５１Ａ

０. ２５～０. ３１０. ５１～０. ７３８５. ２ %
（２３点）

７. ４ %
（２点）

７. ４ %
（２点）０.３６０. ５７５０%

（１点）
５０%
（１点）SX１３５１Ｂ

０. ２３～０. ４５０. ３９～０. ７３４. １ %
（８点）

９１. ３ %
（１７９点）

３. １ %
（６点）

１. ５ %
（３点）０. ２５～０. ４１０. ３８～０. ６２９. ５ %

（４点）
２. ４ %
（１点）

５７. １ %
（２４点）

３１. ０ %
（１３点）SX１３５１Ｃ１・２層

０. ２５～０. ３４０. ４４～０. ６０１３. ２ %
（２０点）

７７. ５ %
（１１７点）

８. ６ %
（１３点）

０. ７ %
（１点）０. ２７～０. ４６０. ４４～０. ５７２７. ８ %

（２０点）
１. ４ %
（１点）

１３. ９ %
（１０点）

４０. ３ %
（２９点）

１６. ６ %
（１２点）SX１３５１D・3層

０. ４４～０. ６４１３%８０%2%5%０. ３３～０. ５７４ %５６%３８%多賀城跡ＳＥ２１０１B Ⅲ層

０. ４３～０. ５５４２. ７ %
（４１点）

４５. ８ %
（４４点）

１０. ４ %
（１０点）

１. １ %
（１点）０. ２６～０. ４００. ３７～０. ５８２１%

（２６点）
３９. ５ %
（４９点）

３９. ５ %
（４９点）多賀城跡ＳＫ２１６７土壙

０. ２８０. ４６８８. ５ %
（２３点）

７. ７ %
（２点）

３. ８ %
（１点）

１０. ０ %
（１点）

９０. ０ %
（９点）SE３３３８掘り方

０. ３３０. ６１００%
（３０点）０. ３２～０. ３４０. ４６～０. ５２１２. ５ %

（１点）
３７. ５ %
（３点）

５０. ０ %
（４点）SE３３３８側内・抜取り

０. ２７～０. ３６０. ４５～０. ６０１３. ７ %
（３点）

７７. ３ %
（１７点）

４. ５ %
（１点）

４. ５ %
（１点）

１００%
（４点）Ⅲ層

０. ２５～０. ３８０. ４９～０. ６８７. ４ %
（３点）

９０. ２ %
（３７点）

２. ４ %
（１点）

１００%
（１２点）SK３３５９・l -２

０. ２５０. ６２１８. １ %
（１５点）

７５. ９ %
（６３点）

３. ６ %
（３点）

２. ４ %
（２点）０. ２９～０. ４６０. ４１～０. ５７３６. １ %

（１３点）
５５. ６ %
（２０点）

８. ３ %
（３点）SK３３５９・l -１

土師器甕土師器杯

Ｂ類Ａ類Ｂ類Ａ類

３４. １ %
（１４点）

６５. ９ %
（２７点）

５５. ９ %
（１９点）

４４. １ %
（１５点）SX1351Ａ

１９. ４ %
（６点）

８０. ６ %
（２５点）

１６. ７ %
（２点）

８３. ３ %
（１０点）SX1351Ｂ

６５. ６ %
（８４点）

３４. ４ %
（４４点）

９５. ５ %
（４２点）

４. ５ %
（２点）SX1351Ｃ１・２層

８９. ３ %
（１５９点）

１０. ７ %
（１９点）

８４. ７ %
（７２点）

１５. ３ %
（１３点）SX1351D・3層

１００%９８%2%
多賀城跡
ＳＥ2101BⅢ層

１００%
（７１点）

１００%
（９８点）

多賀城跡
ＳＫ2167 土壙

１４%
（６点）

８６%
（３７点）

６０%
（１５点）

４０%
（１０点）SE3338 掘り方

８６. ４ %
（７０点）

１３. ６ %
（１１点）

９３. １ %
（２７点）

６. ９ %
（２点）

SE3338
側内・抜取り

８４. ３ %
（４３点）

１５. ７ %
（８点）

９３. ３ %
（２８点）

６. ７ %
（２点）Ⅲ層

８８. ２ %
（４５点）

１１. ８ %
（６点）

９８%
（４９点）

２%
（１点）SK3359・l-2

９５. ９ %
（３９６点）

４. １ %
（１７点）

９９. ５ %
（２０４点）

０. ５ %
（１点）SK3359・l-1

    表1　土師器杯・甕におけるＡ・Ｂ類の出土状況一覧

表２　杯類の底部調整及び底径／口径、器高／口径比較一覧

（口縁部及び体部の破片資料も含む）

（底部の切離しや再調整による分類が可能なものを対象）
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取り穴出土土器が天長９年（８３２）以前の９世紀前葉頃のものと考えられる。

　ＳＫ３３５９出土土器は、土師器杯・甕ともにＡ類が極めて少なくＢ類が主体であること、土師器杯ではＢⅠ・

Ⅱ類の割合が高いもののＢⅤ類もやや多く認められること、須恵器杯ではⅢ類が主体であることなどから、

ＳＸ１３５１Ｄ出土土器に近似している。一方、ＢⅡ類では切り離し後のヘラケズリが体部中～下位に収まるも

のがほとんどであることからＳＥ２１０１ＢⅢ層やＳＫ２１６７出土土器と類似しており、さらにＢⅤ類が全体の１ /

３を占めるなどそれらよりやや新しい要素も確認できる。しかし、９世紀後半頃とされている多賀城跡第

６１次調査第１０層出土土器（註）と比べると、土師器杯では底径／口径が大きいことや、須恵器杯Ⅲ類が多

数を占めるなど、９世紀前葉～中葉頃の土器と共通する点が多く認められる。したがって、ＳＫ３３５９出土

土器については概ね９世紀中葉頃の範疇で捉えておきたい。

　Ⅲ層出土土器は、土師器杯・甕にＡ類が少量含まれていることや、須恵器杯ではⅢ類が主体であるがⅤ

類も１割ほど認められる点で、ＳＸ１３５１Ｄ出土土器と類似している。須恵器杯の底径／口径及び器高／口径

が近似していることからも、概ね近い年代が推測される。

（３）各遺構の年代

　（２）で検討した土器の年代観から、ＳＥ３３３８が８世紀後葉～天長９年（８３２）以前の９世紀前葉頃、Ⅲ層

が９世紀初頭～中葉の間、ＳＫ３３９５が９世紀中葉頃であると考えられる。このうちⅢ層については、ＳＥ

３３３８より新しくＳＫ３３５９よりも古いことから、９世紀前葉～中葉の中に収まるものと考えられる。これら

を踏まえ、ここでは時期ごとに遺構の年代について簡単に触れてみたい。

　Ａ期はⅢ層下層の遺構群であり、ＳＢ３３３７、ＳＥ３３３８、ＳＤ３３３９～３３４２、ＳＫ３３４３～３３４８がある。各遺構か

ら出土した遺物に土師器甕Ｂ類が含まれていることから、概ね８世紀後葉～９世紀前葉の範疇で捉えられ

る。このうち、ＳＫ３３４４からは土師器杯ＢⅡ類が２点出土している。それぞれ器形的にＳＸ１３５１にみられる

ＢⅡ１・ＢⅡ２類と類似しており、底部切り離し後のヘラケズリは前者が体部上位、後者が体部中位まで施

されている。ＢⅡ１・ＢⅡ２類については前段階の国分寺下層式との類似性が指摘されており、ロクロ調整

の杯の中でもより古い要素を残すものと考えられる。また、ＳＥ３３３８よりも古いＳＢ３３３７も８世紀後葉頃に

遡る可能性がある。

第２７図　遺構変遷図

註：宮城県多賀城跡調査研究所 「第６１次調査」 『宮城県多賀城跡調査研究所年報１９９１』 １９９２
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Ｂ期はⅢ層上面の遺構群であり、ＳＢ

３３４９・３３５０、ＳＤ３３５１～３３５５、ＳＫ３３５６

～３３６０がある。１０世紀前葉頃に出現す

ると考えられる須恵系土器が全く出土

していないことから、９世紀中葉～後

葉の範疇に収まるものと考えられる。

このうち遺構の重複関係からＳＫ３３５９

よりも古いＳＢ３３４９は９世紀中葉でも

古い段階、新しいＳＤ３３５２・３３５３、ＳＫ

３３５８は９世紀後葉頃の年代を与えてお

きたい。ＳＤ３３５１・３３５４・３３５５はＳＤ

３３５２・３３５３と規模や埋土が近似してい

ることから、これらと近い年代が想定

されよう。

　ところで、本地区は多賀城南面に施

工された方格地割りのなかに位置して

いる。この地割りは段階的に整備され

ていたことが明らかとなっており、大

きく４時期の変遷（Ⅰ→Ⅳ期）で捉え

られている

　これにあてはめると、Ａ期については城外の方格地割りの変遷のうちⅠ・Ⅱ期（８世紀後葉～９世紀前

葉頃）に相当する。このうち、ＳＢ３３３７やＳＥ３３３８などはⅠ期に収まるものと考えられ、都市空間が成立す

るⅡ期以前から居住域として利用されていた地区と理解することができよう。Ｂ期については城外の都市

空間が最も整備されるⅢ期（９世紀中葉～後葉頃）に相当する。

　なお、本地区及び西側に近接する第２８次Ｄ１０６区及び１０７区においては１０世紀以降の土器が全く出土して

おらず（註）、東側で実施した第２６・２７次Ｃ区においても現時点でⅣ期（１０世紀前葉以降）に相当する遺構

はＳＸ１６１０東西大路東道路（Ｆ期）とこれに接続するＳＤ１５１０が確認されるのみである。東１南北道路を含

めその西側ではⅣ期段階に再整備されているのとは対照的に、東１道路以東の地区については１０世紀以降

は地割りの範囲外となっていた可能性がある。

４　まとめ

　（１）今回の調査では８世紀後葉から９世紀の遺構を発見した。これらはⅢ層を挟んでＡ期（８世紀後葉

　　　～９世紀前葉頃）とＢ期（９世紀中葉～後葉頃）に分けられる。

　（２）城外の方格地割りの変遷に当てはめると、Ａ期がⅠ・Ⅱ期、Ｂ期がⅢ期にそれぞれ相当する。

第２８図　第６５次調査区と周辺の調査区

註：第２８次D１０６区については破片資料の観察は行っていないが、残存状況が良好な土器には全く含まれていない。



５５

１　調査に至る経緯と経過

　本調査は、個人住宅建設に伴う発掘調査である。平

成１９年８月、地権者より当該区における住宅建築と埋

蔵文化財の係わりについての協議書が提出された。建

築計画では、基礎工事の際に直径約１４㎝、長さ１０ｍの

鋼管杭を打ち込むことから、埋蔵文化財への影響が懸

念された。さらに、計画地が多賀城南面に施工された

方格地割りのうち東１南北道路の推定線上に位置して

おり、この年代や変遷等を明らかにする上で貴重な場

所であったため、工法変更等による遺構の保存が計れ

ないか協議を行った。しかし、杭基礎以外の工法では

建物を支えるための十分な強度を得られないとのこと

から、記録保存のための本発掘調査を実施することに

決定した。その後、９月１１日に地権者から調査に関す

る依頼・承諾書の提出を受け、９月２５日より現地調査

を開始した。

　調査は、住宅建築部分の表土除去から取りかかった。

調査面積と作業時の安全確保のため表土を場外搬出し

たものの、盛土の締まりが弱く調査区の傾斜を極端に緩やかにしたことから、対象面積の約４割の調査区

を設定するにとどまった。２６日、作業員を導入して排水用の側溝を設けるとともに、東１南北道路の残存

状況を確認するために南壁断面の精査を行った。その結果、表土除去の際に推定線上で確認した窪み（ＳＸ

３３６１河川跡）には砂が厚く堆積するのみであり、路面や道路側溝を確認することができなかった。一方、西

側のにぶい黄橙色砂質土（Ⅶ層）上面では小柱穴を１基確認したものの、これ以外に遺構は認められなかっ

た。１０月５日よりＳＸ３３６１の埋土掘り下げを開始する。湧水の量が著しく多かったことや、埋土中に土器

片が多量に混入していたことからこの作業に苦慮したものの、南半部の埋土掘り下げが終了した１０日に全

景写真を撮影した。その後、平面・断面図を作成し、１５日にＳＸ３３６１の北半部の埋土を掘り下げた。１６日、

調査器材の撤収と調査区の埋め戻しを行い、本調査の一切を終了した。

２　調査成果

（１）層序（第３図）

　今回の調査では、現代の盛土や旧水田耕作土の下で６層の堆積を確認した。

Ⅰ １ 層：区画整理に伴う盛土であり、厚さは１. ４～１. ３ｍである。

Ⅰ ２ 層：区画整理前の水田耕作土であり、厚さは３０～４０㎝である。

Ⅱ　　層：調査区中央以西に認められる黒褐色粘質土であり、厚さは５～２０㎝である。古代の土器片が

　　　　　多く混入している。

Ⅶ　市川橋遺跡第66次調査

第１図　調査区位置図
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Ⅲ　　層：調査区全域に認められる黒色粘土であり、厚さは４～１４㎝である。本調査区ではほぼ水平に

　　　　　認められるが、周辺の調査成果では古代でも比較的新しい遺構の埋土上面に堆積している状

　　　　　況を確認している。

Ⅳ　　層：調査区東端部に認められる褐灰色砂質土であり、厚さは２～８㎝である。

Ⅴ　　層：調査区全域に認められるにぶい黄褐色砂層であり、厚さは４～１５㎝である。

Ⅵ　　層：ＳＸ３３６１・３３６２上面にのみ確認できる褐灰色砂であり、厚さは約２０㎝である。

Ⅶ　　層：調査区全域に認められるにぶい黄橙色砂質土であり、厚さは７０㎝以上である。今回発見した

　　　　　遺構の検出面である。

　

（２）発見遺構と遺物

ＳＸ３３６１河川跡（第２・３図）

　調査区東部で発見した河川跡である。多賀城南面に施工された方格地割りのうち東１南北道路の推定線

上にあたり、それを全て破壊している。ＳＤ３３６２と重複し、それよりも古い。底面には流水作用によって生

じたと思われる溝状の窪みが認められ、南から北側に向かって緩やかに下っている。壁は南壁付近が緩や

かであるが、それ以外は垂直気味に立ち上がっている。埋土は２層に分けることができる。１層はにぶい

黄褐色粗砂が混入する黒色砂、２層は暗オリーブ灰色粗砂が混入する黒褐色砂であり、２層の壁際には灰

白色火山灰がブロック状に混入している。

　遺物は、土師器杯・甕、須恵器杯、甕、瓦、石帯（丸鞆）、不明鉄製品がある。土器類は多量に出土し

ているものの、いずれも接合が困難なほどの小片である。　

３　まとめ

　今回の調査区では、東１南北道路の推定線上でＳＸ３３６１河川跡を発見した。有機質をほとんど含まない

粗砂で埋まっていることから、比較的短い期間で埋没したものと推測される。古代の道路跡では、第２７・

６０次調査で確認した東西大路でも上層に粗砂の堆積が認められることから、廃絶後の路面の窪みがある時

期河川の流路となっていたものと考えられる（註）。年代については、中世以降の遺物が全く確認されない

ことから、概ね古代の範疇で捉えることができよう。

註：城外で発見される道路跡については、南北大路を除きいずれも深く掘り下げて路面が構築される状況を確認している。

単位：㎝

備　考登録
番号

写真
図版特　徴層　位種　類番号

銅製留具残存R１P７３幅：４.３、高さ：２.７、厚さ：０.８、色調：青黒色�-１石帯（丸鞆）1

単位：㎝

第２図　ＳＸ３３６１出土物



５７

第
３
図
　
調
査
区
全
体
図



５８

１　調査に至る経緯と経過

　本調査は、個人住宅建設に伴う発掘調査である。平

成１９年９月、地権者より当該区における住宅建築と埋

蔵文化財の係わりについての協議書が提出された。建

築計画では、基礎工事の際に直径約６０㎝、長さ４. ７５ｍ

の湿式柱状改良杭を打ち込むことから、埋蔵文化財へ

の影響が懸念された。このため、工法変更等による遺

構の保存が計れないか協議を行ったが、杭基礎以外の

工法では建物を支えるための十分な強度を得られない

とのことから、記録保存のための本発掘調査を実施す

ることに決定した。その後、１１月２２日に地権者から調

査に関する依頼・承諾書の提出を受け、１１月２７日より

現地調査を開始した。

　調査は、住宅建築部分の表土除去から取りかかった。

当初想定していたよりも盛土の締まりが弱く表土除去

に時間を要したものの、発生した排土すべてを場外搬

出したため、対象面積の約８割の調査区を設定するこ

とができた。１２月４日より作業員を導入してⅢ層上面

での遺構検出作業を行うものの、これを掘り込む遺構が発見されなかったことから、Ⅲ層上面の写真撮影

後直ちにこの除去を開始した。その結果Ⅳ層上面でＳＢ３３６３掘立柱建物跡、ＳＤ３３６４～３３６６溝跡を検出した。

このうち、溝跡については南壁・北壁及び北側に設けた土層観察用のベルトで観察したところ、Ⅲ層が直

接これらの埋土となっていることが明らかとなった。１２月１１日、実測図作成用の基準点を設置し平面・断

面図を作成し、１４日にⅣ層上面検出遺構の全景写真を撮影する。１５日からⅣ・Ⅴ層の掘り下げを開始し、

１８日に最終遺構検出面であるⅥ層上面でＳＫ３３６７・３３６８土壙を発見した。Ⅵ層上面での全景写真撮影後、

調査区南・東壁の断面図を作成する。１９日に平面図の作成を行うと同時に、器材撤収の準備を開始する。

２６日、重機による調査区内の埋め戻しを行い、本調査の一切を終了した。

２　調査成果

（１）層序（第３図）

　今回の調査では、現代の盛土や旧水田耕作土の下で５層の堆積を確認した。このうち遺構検出面となる

のはⅣ・Ⅵ層上面であり、いずれも南西側に向かって緩やかに下っている。

Ⅰ １ 層：区画整理に伴う盛土であり、厚さは１. ５～１. ７ｍである。

Ⅰ ２ 層：区画整理前の水田耕作土であり、厚さは３０～４０㎝である。

Ⅱ　　層：調査区全域に認められる黒褐色粘土であり、厚さは３～１０㎝である。

Ⅲ　　層：調査区全域に認められる褐灰色粘質土であり、厚さは１０～２０㎝である。灰白色火山灰がブ

Ⅷ　市川橋遺跡第６７次調査

第１図　調査区位置図
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第２図　調査区全体図



６０

　　　　　ロック状に多く混入しており、周辺の成果と比較すると１０世紀前葉以降の古代の堆積層と考

　　　　　えられる。須恵系土器でも小型の杯・高台付杯が多く出土している。

Ⅳ　　層：調査区の北東隅を除くほぼ全域に認められる黒褐色粘質土であり、厚さは５～１０㎝である。

　　　　　周辺の成果と比較すると１０世紀前葉以前の古代の堆積層と考えられるが、北東部で明確な立

　　　　　ち上がりがあることから何らかの窪みを反映している可能性も考えられる。古代の遺構検出

　　　　　面である。

Ⅴ　　層：調査区の北東部を除くほぼ全域に認められる褐灰色粘質土であり、にぶい黄色砂質土や黒褐

　　　　　色粘土が多量に混入している。厚さは２～２０㎝であり、底面は起伏が著しい。

Ⅵ　　層：調査区全域に認められるにぶい黄色またはにぶい黄橙色砂質土である。今回の調査の最終遺

　　　　　構検出面である。

　

（２）発見遺構と遺物

　今回の調査では、Ⅵ層上面で土壙、Ⅳ層上面で掘立柱建物跡、溝跡を発見した。以下、層毎に遺構の概

要について記載する。

〔Ⅵ層上面〕

ＳＫ３３６７土壙（第４図）

　調査区北西部で発見した土壙である。規模は、東西約１. １ｍ、南北１ｍ以上、深さ約２０㎝である。壁は

やや凹凸があるものの、垂直気味に立ち上がっている。底面は起伏が著しく、平坦でない。埋土は４層に

分けることができる。１・２層は灰黄褐色粘質土であり、２層には明るめの灰黄褐色粘質土が多く混入し

ている。３層は黒褐色粘土、４層は黒褐色粘質土が多量に混入するにぶい黄褐色粘質土である。遺物は出

土していない。

ＳＫ３３６８土壙（第５図）

　調査区南西部で発見した不整形の土壙である。規模は、東西２. ３ｍ以上、南北１. ７ｍ以上、深さ約２０～

第３図　南壁・東壁断面図
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３０㎝である。壁には凹凸があり、立ち上がりは一様ではない。底面も凹凸が著しく、北側から南側に向

かって下っている。埋土は２層に分けることができる。１層は黒褐色粘土が若干混入するにぶい黄色砂質

土、２層はにぶい黄色砂質土が多量に混入する黒褐色粘土である。遺物は出土していない。

〔Ⅳ層上面〕

ＳＢ３３６３掘立柱建物跡（第６図）

　調査区東部で発見した掘立柱建物跡である。５基の柱穴より推測したものであり、桁行４間以上、梁行

２間の南北棟と想定される。全ての柱穴で、掘り方を大きく破壊する柱抜取り穴を確認している。方向は、

北で約４度西に偏している。建物の規模は桁行が西側柱列で４. １ｍ以上、柱間は南より約２. １ｍ、約２. ０ｍ

である。柱穴は西側柱列南端の柱穴で長辺５０㎝、深さ５０㎝の方形を基調とするものの、それ以外は抜取り

穴に破壊されており平面形や規模が明らかなものはない。埋土はにぶい黄褐色粘質土であり、黒褐色粘土

や褐灰色粘質土が多く混入している。また、西側柱列南より２間目柱穴では灰白色火山灰が斑状に混入し

ているのを確認している。柱抜取り穴は柱穴に比べ非常に大きなものである。埋土は褐灰色粘質土であり、

第５図　ＳＫ３３６８平面図

第４図　ＳＫ３３６７平面図・断面図
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第６図　ＳＢ３３６３平面図・断面図
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火山灰粒が多く混入している。

　遺物は、掘り方から須恵器甕の小片、柱抜取り穴から須恵系土器が出土している。　

ＳＤ３３６４～３３６６溝跡（第２図）

　調査区東部で発見した南北方向の小溝跡である。規模は幅１５～４０㎝、深さ７～１３㎝であり、底面はいず

れも南側に向かって緩やかに下っている。埋土はⅢ層が直接堆積している。

３　まとめ

　今回の調査では、掘立柱建物跡１棟、溝跡３条、土壙３基を発見した。Ⅳ層上面で発見したＳＢ３３６３建物

跡は、掘り方埋土に１０世紀前葉頃に降下した灰白色火山灰が混入していることから、それ以降の年代が与

えられる。一方、Ⅴ層上面で発見した遺構については、灰白色火山灰が全く認められないことから概ね１０

世紀前葉頃には埋没していたものと考えられる。

　なお、ＳＢ３３６３については、城外の方格地割りの変遷でみるとⅣ期（１０世紀前葉以降）に相当する。本地

区周辺では、南東側５０～１００ｍに位置する第１４次調査区や南側に近接する第２７次Ａ２（Ｅ）区・５区でこの

時期の掘立柱建物跡や溝跡、土壙が発見されており、須恵系土器でも小型の杯・高台付杯が多く出土して

いる。Ⅳ期でも新しい段階のものと推測されることから（註）、地割りの存続期間を考える上で重要な地区

であると考えられよう。

第７図　第６７次調査区と周辺の調査成果（１０世紀前葉以降）

註：１０世紀中葉頃とされる多賀城政庁跡ＳＫ０７８土壙（宮城県教育委員会・宮城県多賀城跡調査研究所『多賀城跡―政庁本文編―』 

　　１９８２）や多賀城跡ＳＸ２３１３土器廃棄遺構（多賀城跡調査研究所「第６６次発掘調査」『多賀城跡』宮城県多賀城跡調査研究所年

　　報１９９５ １９９６）では出土遺物のほとんどが須恵系土器であり、特に小型の杯が多く認められる
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市川橋遺跡写真図版
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調査区全景（南より）

ＳＢ３３０３掘立柱建物跡（東より）

（第６２次調査）
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調査区全景（南東より）

ＳＢ３３２３南東隅柱穴断面 ＳＢ３３２１北東隅柱穴断面

ＳＫ３３３３断面 ＳＫ３３３４断面

（第６４次調査）
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調査区全景（南西より）

ＳＢ３３４９・Ｐ１断面 ＳＢ３３４９・Ｐ２断面

ＳＢ３３４９・Ｐ４断面 ＳＢ３３３７・Ｐ２断面

（第６５次調査）
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ＳＥ３３３８全景（南西より）

ＳＥ３３３８井戸側検出状況

ＳＥ３３３８断面

（第６５次調査）
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調査区全景（東より）

ＳＸ３３６１河川跡（南より）

（第６６次調査）
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調査区全景（Ⅳ層上面・南東より）

ＳＢ３３６５・Ｐ２

ＳＢ３３６５・Ｐ１

　柱穴に比べ極端に大きな抜取り穴が確認できる

（第６７次調査）
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Ｒ１：市川橋遺跡第６５次調査第８図２

Ｒ２３：  〃  第８図１

Ｒ２６：  〃  第２１図１

Ｒ４８：  〃  第２１図４

Ｒ３３：市川橋遺跡第６５次調査第２２図１

Ｒ３７：  〃  第２２図５

Ｒ１６：市川橋遺跡第６４次調査第１６図５

Ｒ１

Ｒ２６

Ｒ４８

Ｒ３７

Ｒ２３

Ｒ３３

Ｒ１６
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市川橋遺跡第６５次調査出土の墨書土器

市川橋遺跡第６６次調査出土の石帯（丸 ）
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１　遺跡の環境と周辺の調査成果

　本遺跡は、七北田川の東岸から砂押川西岸にかけての自然堤防上に立地している。東西約２㎞、南北約

１㎞の範囲に広がっており、市内でも最大規模の面積を有している。遺跡内の地形を詳細にみると、中央

付近を東西に延びる県道泉塩釜線沿いが標高４. ５～６. ５ｍの微高地となっている。西端付近が最も高く、

南東側に向かって緩やかに下っている。また、遺跡の南側には東西方向に延びる旧七北田川の流路があり、

昭和２２年に撮影された航空写真にその痕跡を確認することができる。

　今回の調査区は遺跡の西半部に位置し、県道より南に約２００ｍの地点にあたる。標高は約５. ７ｍであり、

現況は周辺も含め宅地となっている。本調査区周辺では、当教育委員会により南側で第１次調査（１９７９年）、

北側で第４次調査（１９８３・１９８４年）・第８次調査（１９８８・１９８９年）を実施している。第４・８次調査では、

多賀城跡南面に形成された地方都市の幹線道路である東西大路を発見したしている。東山道の一部である

と考えられており、本遺跡及び東側に隣接する市川橋遺跡の調査成果から、沿道には高級官僚の邸宅が建

ち並んでいたことが明らかとなっている。また、第８次調査では、東西大路の下層で大規模な木組み遺構

を発見している。河川に設けられた灌漑施設である堰の可能性が指摘されており、出土遺物より古墳時代

中期には埋没していたことが明らかとなっている。古墳時代には、本遺跡や西側の新田遺跡の広い範囲で

水田が営まれていたことが明らかとなっており、それらの経営と密接に関係するものと考えられよう。一

方、中世及び近世の様相をみると、西町浦地区で実施した第３次調査や宮城県教育委員会が実施した町地

区の調査では近世の屋敷を区画する堀跡が発見されており、町地区では多数の建物跡も確認されている。

近接する第４・８次調査では中世以降の土壙が多く確認されているが、詳細な年代や性格等については明

らかでない。

Ⅸ　山王遺跡第６２次調査

第１図　山王遺跡と調査区の位置
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２　調査に至る経緯と経過

　本調査は、個人住宅建設に伴う発掘調査であ

る。平成１９年５月、地権者より当該区における

住宅建築と埋蔵文化財の係わりについての協議

書が提出された。建築計画では、基礎工事の際

に直径約１１㎝、長さ１０ｍの鋼管杭を打ち込むこ

とから、埋蔵文化財への影響が懸念された。こ

のため、工法変更等による遺構の保存が計れな

いか協議を行ったが、杭基礎以外の工法では建

物を支えるための十分な強度を得られないとの

ことから、記録保存のための本発掘調査を実施

することに決定した。その後、７月１２日に地権

者から調査に関する依頼・承諾書の提出を受け、

７月１９日より現地調査を開始した。

　調査は、住宅建築部分の表土除去から取りか

かった。調査面積と作業時の安全確保のため表

土をすべて場外搬出したため、ほぼ対象面積分

の調査区を設定することができた。２０日より作

業員を導入して排水用の側溝を設けるとともに、

中央部にある後世の攪乱の除去や遺構検出作業などを行う。この結果、西半部のにぶい黄橙色砂質土（Ⅳ

層）上面でＳＤ１３０４Ａ・Ｂ南北溝跡、東半部の褐色砂質土（Ⅲ層）上面で多数の小柱穴や土壙などを確認し

た。また、調査区北端部ではＳＤ１３０４ＡがⅢ層に直接覆われていることも確認した。３１日、実測図作成用の

基準点を調査区内に移動し、平面図の作成を開始する。８月１日からはそれと並行して各遺構の埋土掘り

下げや断面図を作成し、７日に調査区の全景写真を撮影した。９日、Ⅲ層を掘り下げ、Ⅳ層上面における

遺構の検出作業を行った。Ⅳ層からは古墳時代中期の土師器片や石製模造品が出土することからその時期

の遺構の存在に注意していたが、確認することはできなかった。その後一週間ほどの盆休みを挟み２１日よ

りⅣ層の掘り下げを開始したところ、調査区中央部で土師器杯・壺・甕、石製模造品がまとまって出土し

たことから、概ねこの頃に堆積したものと考えられた。２２日、Ⅳ層下層で東西方向のＳＤ１３２９溝跡が現われ

たことから再度重機を用いて可能な限りⅣ層の掘り下げを行い、南北方向のＳＤ１３２８溝跡との接続部まで

確認することが出来た。２４日、これらの土層堆積状況の写真を撮影した後、平面・断面図を作成する。２７

日、調査器材を撤収するとともに調査区内の埋め戻しを行い、本調査の一切を終了した。

３　調査成果

（１）層序（第３・５図）

　今回の調査では、現代の盛土や耕作土の下で５層の堆積を確認した。このうちⅡ・Ⅲ層は調査区中央部

にある後世の攪乱によって破壊されており、東半部の狭い範囲で確認できるのみである。

Ⅰ １ 層：現代の盛土であり、厚さは３０～４５㎝である。

第２図　調査区位置図
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Ⅰ ２ 層：灰黄褐色砂質土であり、厚さは２０～４０㎝である。盛土以前の耕作土と考えられる。

Ⅱ　　層：黒褐色粘質土であり、厚さは５～１５㎝である。遺構上面の窪みなどにやや厚く堆積している。

Ⅲ　　層：東半部で確認した褐色砂質土であり、厚さは１０～２０㎝である。中央から西側が攪乱によって

　　　　　破壊されているものの、本来は調査区全域に存在していたものと推測される。中世・近世の

　　　　　遺構検出面である。

Ⅳ　　層：にぶい黄橙色砂質土であり、古代またはそれ以前の遺構検出面である。調査区東半部では厚

　　　　　さ２０～３０㎝であるのに対し、この下層で検出したＳＤ１３２８・１３２９溝跡の合流付近やＳＤ１３２８東

　　　　　辺に沿った箇所では８０㎝前後と厚く堆積している。ＳＤ１３２８・１３２９の合流付近からは、古墳時

　　　　　代中期の土師器杯・壺・甕、石製模造品などがまとまって出土していることから、この頃に

　　　　　堆積したものと考えられる。

Ⅴ　　層：ＳＤ１３２８・１３２９、ＳＸ１３３０の下層で確認したオリーブ黒色または黒褐色粘土であり、厚さは１ｍ

　　　　　前後であると推測される。 

Ⅵ　　層：調査区北西部の深掘り箇所で確認した緑灰色砂である。

（２）発見遺構と遺物

　今回の調査では、Ⅴ・Ⅳ・Ⅲ層上面がそれぞれ遺構検出面となっている。ここでは、検出面ごとに発見

した遺構の概要を説明し、最後にⅣ層出土遺物について記載する。

（Ⅴ層上面）

ＳＤ１３２８・１３２９溝跡（第４・５図）

　調査区中央部から西部で発見した大規模な溝跡であり、南北方向のＳＤ１３２８と東西方向のＳＤ１３２９が直角

に接続している。底面の標高値を見ると、ＳＤ１３２８が標高３. ４ｍなのに対しＳＤ１３２９が４. ０ｍであり、約６０㎝

の比高が認められた。

　ＳＤ１３２８：規模は幅４ｍ以上、深さ約１. ４ｍである。壁は東側底面付近で僅かに段が認められるが、概ね

緩やかに立ち上がっている。底面はやや丸みを帯びて窪んでおり、調査区内での比高はほとんどない。埋

土は５層に分けることができる。１・３層がにぶい黄橙色砂質土、２層が黒褐色粗砂、４層が褐灰色粗砂、

５層がオリーブ灰色粗砂である。このうち５層がＳＤ１３２９の３層と一連の埋土である。遺物は出土していない

　ＳＤ１３２９：規模は幅３ｍ以上、深さ７０㎝である。壁は非常に緩やかに立ち上がっている。底面は南側の立

ち上がる箇所でやや凹凸があるものの概ね平坦である。埋土は４層に分けることができる。１層が暗褐色

第３図　調査区土層堆積状況（東壁）
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砂層、２層がにぶい黄褐色粗砂、３層がオリーブ灰色粗砂、４層がにぶい黄橙色粘土である。このうち１

層は遺構外に広がり、調査区南側でＳＸ１３３０の上面を覆っている。遺物は出土していない。

（Ⅳ層上面）

ＳＥ１３０３井戸跡（第６図）

　調査区南東部で発見した素掘りの井戸跡である。平面形は円形であり、規模は直径約１. ３ ｍ、深さ約１. ６ ｍ

である。壁は上方がやや開き気味になるものの、ほぼ垂直に立ち上がっている。底面は概ね平坦である。

埋土は３層に分けることができる。１層は暗緑灰色粘質土であり、浅黄色砂質土がブロック状に多量に混

入していることから人為的に埋められたものと考えられる。２・３層は黒色粘土であり、３層には細かい

木片や植物遺体が多く混入している。

　遺物は、土師器杯、須恵器杯・甕、平瓦の小片が出土している。

第６図　ＳＥ１３０３平面図・断面図

第５図　ＳＤ１３２８・１３２９、ＳＸ１３３０断面図
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第８図　ＳＤ１３０４・１３０５、ＳＫ１３１７平面図
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ＳＤ１３０４溝跡（第８・９図）

　調査区西部で発見した南北方向の溝跡であり、ほぼ同位置で２時期の変遷（Ａ→Ｂ期）が認められる。こ

のうちＡ期については北壁でⅢ層に覆われている状況を確認したが、Ｂ期については明らかでない。

　ＳＤ１３０４Ａ：ＳＤ１３０５、ＳＫ１３１７と重複し、後者よりも古く前者よりも新しい。方向は北で約６度西に偏し

ており、規模は調査区北壁付近で上幅約３. ９ｍ、下幅約１. ４ｍ、深さ約７０㎝である。壁は北側で僅かに段が

認められるものの緩やかに立ち上がっている。底面はやや凹凸があり、南側から北側に向かって緩やかに

下っている。埋土は５層に分けることができる。１層が黒色粘質土、２層が灰黄褐色砂、３・４層がにぶ

い黄橙色砂質土、５層が暗褐色粗砂であり、３層には黒褐色粘質土が僅かに混入している。遺物は出土し

ていない。

　ＳＤ１３０４Ｂ：Ａ期とほぼ同位置に造り直されている。方向は北で約７度西に偏しており、規模は上幅１. ７

～１. ８ｍ、下幅０. ９～１. ３ｍ、深さ約５０㎝である。壁にはやや凹凸があるものの、ほぼ垂直に立ち上がって

いる。底面も凹凸が多く、南側から北側に向かって緩やかに下っている。埋土は２層に分けることができ

る。いずれも黒色粘土やにぶい黄橙色砂質土が多量に混入する黒褐色粘質土が主体であるが、１層には炭

化物が多く混入している。

　遺物は、土師器甕（Ｂ類）、須恵器甕が出土している。

ＳＤ１３０５溝跡（第８・１０図）

　調査区西部で発見した溝跡である。ＳＤ１３０４と重複し、それよりも

古い。規模は上幅０. ４～１ｍ、下幅３５㎝、深さ約１０㎝である。壁は緩

やかに立ち上がっており、底面はやや凹凸があるものの概ね平坦であ

る。埋土は２層に分けることができる。１層は褐灰色粘質土が多量に

混入するにぶい黄褐色砂質土、２層はにぶい黄橙色砂質土が僅かに混

入する褐灰色粘質土である。

　遺物は、土師器高杯・甕が出土している。

ＳＫ１３１７土壙（第８・９・１１図）

　調査区南西部で発見した不整形の土壙である。ＳＤ１３０４と重複し、それよりも新しい。規模は東西１. ９ｍ

第９図　ＳＤ１３０４、ＳＫ１３１７断面図

第１０図　ＳＤ１３０５断面図
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以上、南北約１. ７ｍ、深さ３０㎝である。壁は北側で僅かな段が認められるもの、非常に緩やかに立ち上

がっている。底面は凹凸が多く、平坦ではない。埋土は２層に分けることができる。１層は炭化物が混入す

る黒褐色粘質土、２層は褐灰色粘質土やにぶい黄色砂質土・粗砂が多量に混入するにぶい黄色砂質土である。

　遺物は、土師器杯（ＢⅠｃ類）・甕、須恵器甕が出土している。

ＳＫ１３２１土壙（第７図）

　調査南西部で発見した円形の土壙である。ＳＤ１３０４と重複し、それよりも新しい。規模は東西約４ｍ、南

北２. ２ｍ以上である。壁は緩やかに立ち上がっており、底面は丸く窄んでいる。埋土は黒褐色粘質土であ

り、植物遺体が多量に混入している。

　遺物は、近世陶器椀や瓦片が出土している。

（Ⅲ層上面）

ＳＢ１３１８掘立柱建物跡（第１２・１３図）

　調査区北東部で発見した桁行３間以上、梁行２間の東西棟掘立柱建物跡である。ＳＢ１３２０・１３２７と重複し、

それらよりも古い。柱穴は７基検出しており、全ての柱穴で柱抜取り穴を確認した。方向は概ね発掘基準

線と一致している。規模は桁行が北側柱列で３. ９ｍ以上、柱間は西より約２. ０ｍ、約１. ９ｍである。梁行は

西妻で約２. ６ｍあり、柱間は南より約１. ３ｍ、約１. ３ｍである。柱穴の平面形は方形または不整形であり、

規模は北側柱列西より１間目柱穴で測ると長軸４８㎝、短軸３５㎝、深さ３０㎝である。埋土は黒褐色粘質土が

主体であり、褐色砂質土やにぶい黄橙色砂質土が多量に混入している。抜取り穴は柱穴の大半を壊すもの

と中央部に小さく残るものがある（註）。埋土は黒褐色粘質土が主体であり、褐色砂質土が多く混入している。

　遺物は、掘り方埋土から土師器杯の小片や灰釉陶器椀が出土している。　

ＳＢ１３１９掘立柱建物跡（第１３図）

　調査区北東部で発見した桁行４間以上、梁行２間の東西棟掘立柱建物跡である。ＳＤ１３０６と重複し、それ

第１１図　ＳＫ１３１７出土遺物

第１２図　ＳＢ１３１８出土遺物

註：柱穴中央部にある抜取り穴は、「柱のあたり痕跡」を反映しているものと考えられる

備　考登録
番号

写真
図版器高底径

残存率
口径
残存率

特　徴
種　類番号

内　面外　面

ＢⅠｃ類Ｒ９－３. ９６. ４
２３/２４

（１１. ９）
８/２４ヘラミガキ、黒色処理体下部：回転ヘラケズリ

底　部：回転糸きり土師器　杯1

単位：㎝

備　考登録
番号

写真
図版器高底径

残存率
口径
残存率

特　徴
種　類番号

内　面外　面

黒笹９０号窯式Ｒ４－－（７. ４）
９/２４－ロクロナデ回転ヘラケズリ灰釉陶器　椀1

単位：㎝
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第１３図　ＳＢ１３１８～１３２０平面図・断面図
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よりも古い。柱穴は９基検出しており、北側柱列西より３間目柱穴で柱痕跡、それ以外の全ての柱穴で柱

抜取り穴を確認した。方向は北側柱列で測ると、東で約１０度北に偏している。規模は桁行が北側柱列で

３. ４ｍ以上、柱間は西より約１. ３ｍ、約１. １ｍ、約１. ０ｍである。梁行は西妻で約２. ８ｍあり、柱間は南よ

り約１. ５ｍ、約１. ３ｍである。柱穴の平面形は概ね方形を基調としており、規模は南側柱列西より１間目柱

穴で測ると長辺３２㎝、短辺２８㎝、深さ４０㎝である。埋土は黒褐色粘質土が主体であり、褐色砂質土やにぶ

い黄橙色砂質土が多量に混入している。柱痕跡は直径１５㎝の円形であり、埋土は黒褐色粘土である。抜取

り穴は柱穴の大半を壊すものと中央部に小さく残るものがある。埋土は黒褐色粘質土が主体であり、炭化

物や褐色砂質土が多く混入している。

　遺物は、掘り方埋土からロクロかわらけが出土している。　

ＳＢ１３２０掘立柱建物跡（第１３図）

　調査区北東部で発見した掘立柱建物跡であり、桁行４間以上、梁行２間以上の建物跡と考えた。ＳＢ

１３１８・１３２２、ＳＫ１３０９と重複し、ＳＫ１３０９よりも古く、ＳＢ１３１８・１３２２よりも新しい。柱穴は５基検出して

おり、南西隅柱穴と南側柱列西より１間目で柱抜取り穴、それ以外の柱穴で柱痕跡を確認した。方向は南

側柱列で測ると、東で約５度北に偏している。規模は桁行で４. １ｍ以上、柱間は西より約１. ４ｍ、約１. ５ｍ、

１. ２２ｍである。西妻の柱間は約２. １ｍである。柱穴の平面形は概ね方形を基調としており、規模は南西隅

柱穴で測ると長辺約４０㎝、短辺約３０㎝、深さ４６㎝である。埋土は褐色砂質土が主体であり、黒褐色粘質土

やにぶい黄橙色砂質土が多量に混入している。柱痕跡は直径１０～１６㎝の円形であり、埋土は黒褐色粘質土

である。抜取り穴は南西隅柱穴が柱穴の大半を壊すのに対し、南側柱列西より１間目柱穴では中央部に小

さく柱痕跡状に認められる。埋土は黒褐色粘質土が主体であり、褐色砂質土が多く混入している。

　遺物は、抜取り穴埋土から無釉陶器甕が出土している。　

ＳＢ１３２２掘立柱建物跡（第１４・１５図）

　調査区北東部で発見した東西３間以上、南北３間以上の掘立柱建物跡である。ＳＢ１３２０・１３２７と重複し、

それらよりも古い。柱穴は５基検出しており、南側の柱列西より１間目柱穴と西側の柱列南より２間目柱

穴で柱痕跡、南側の柱列西より２間目柱穴で柱抜取り穴を確認した。方向は南側の柱列で測ると、東で約

１０度北に偏している。規模は南側の柱列で３. ６ｍ以上、柱間は西より約１. ７ｍ、約１. ９ｍである。西側の柱

列は３ｍ以上、柱間は南より約１. ５ｍ、約１. ５ｍである。柱穴の平面形は概ね方形を基調としており、規模

は南側柱列西より１間目柱穴で測ると長辺４４㎝、短辺３３㎝、深さ４６㎝である。埋土は黒褐色粘質土が主体

であり、褐色砂質土やにぶい黄橙色砂質土が多量に混入している。柱痕跡は直径１４㎝の円形であり、埋土

は黒褐色粘質土である。抜取り穴は柱穴の大半を壊している。埋土は黒褐色粘質土が主体であり、褐色砂

質土が多く混入している。

　遺物は、Ｐ２柱痕跡から元祐通寶が出土している。　

第１４図　ＳＢ１３２２出土遺物

備　考登録
番号

写真
図版計測値など種　類番号

Ｒ１－直径：２. ４、厚さ：０. １、初鋳１０８６年元祐通寶1

単位：㎝
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第１５図　ＳＢ１３２２～１３２５平面図・断面図
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ＳＢ１３２３掘立柱建物跡（第１５図）

　調査区北東部で発見した南北３間以上、東西２間以上の掘立柱建物跡である。ＳＢ１３２４と重複し、それよ

りも新しい。柱穴は４基検出しており、南側の柱列西より１間目柱穴と西側の柱列南より１間目柱穴で柱

痕、南西隅柱穴で柱抜取り穴を確認した。方向は西側の柱列で測ると、北で約１２度西に偏している。規模

は西側の柱列で３. ２ｍ以上、柱間は南より約１. ５ｍ、約１. ７ｍであり、南側の柱列では西より１間目の柱間

が約１. ５ｍである。柱穴の平面形は概ね方形か不整形であり、規模は西側の柱列南より１間目柱穴で測る

と長軸３６㎝、短軸２８㎝、深さ４８㎝である。埋土は黒褐色粘質土が主体であり、褐色砂質土やにぶい黄橙色

砂質土が多量に混入している。柱痕跡は直径１２～１６㎝の円形であり、埋土は黒褐色粘質土である。南西隅

柱穴の抜取り穴は柱穴の大半を破壊している。埋土は黒褐色粘質土が主体であり、にぶい黄橙色砂質土や

炭化物が多量に混入している。

　遺物は、抜取り穴埋土から須恵器杯の小片が出土している。　

ＳＢ１３２４掘立柱建物跡（第１５図）

　調査区北東部で発見した東西２間以上、南北２間以上の掘立柱建物跡である。ＳＢ１３２３・１３２５、ＳＫ１３０９

と重複し、ＳＢ１３２３、ＳＫ１３０９よりも古く、ＳＢ１３２５よりも新しい。柱穴は３基検出しており、南西隅柱穴で

柱抜取り穴、それ以外の柱穴で柱痕跡を確認した。方向は南側の柱列で測ると、東で約１０度北に偏してい

る。柱間は南側が約２. ２ｍ、西側が約２. １ｍである。柱穴の平面形は方形または不整形であり、規模は南西

隅柱穴で測ると長辺５５㎝、短辺３２㎝、深さ３５㎝である。埋土は黒褐色粘質土が主体であり、褐色砂質土や

にぶい黄橙色砂質土が多量に混入している。柱痕跡は直径１２～１８㎝の円形であり、埋土は黒褐色粘質土で

ある。南西隅柱穴の抜取り穴は柱穴の大半を破壊している。埋土は黒褐色粘質土が主体であり、褐色砂質

土や炭化物が多量に混入している。

　遺物は、掘り方埋土から土師器杯の小片が出土している。　

ＳＢ１３２５掘立柱建物跡（第１５・１６図）

　調査区北東部で発見した東西２間以上、南北２間以上の掘立柱建物跡である。ＳＢ１３２４、ＳＫ１３０９と重複

し、それらよりも古い。柱穴は３基検出しており、西側の柱列南より１間目柱穴で柱抜取り穴、それ以外の

柱穴で柱痕跡を確認した。方向は南側の柱列で測ると、西で１度４２分北に偏している。柱間は南側が１. ９８

ｍ、西側が約１. ７ｍである。柱穴の平面形は概ね方形を基調としており、規模は南西隅柱穴で測ると長辺

４０㎝、短辺３４㎝、深さ４３㎝である。埋土は黒褐色粘質土が主体であり、褐色砂質土が多量に混入してい

る。柱痕跡は直径１４㎝の円形であり、埋土は黒褐色粘質土である。西側柱列南より１間目柱穴の抜取り穴

は柱穴の東側に寄っている。埋土は黒褐色粘質土が主体であり、褐色砂質土や炭化物が多量に混入している。

第１６図　ＳＢ１３２５出土遺物

備　考登録
番号

写真
図版器高底径

残存率
口径
残存率

特　徴
種　類番号

内　面外　面

R３－－５. ０
１６/２４－ロクロナデロクロナデ

底部：回転糸切りかわらけ1

単位：㎝
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第１７図　ＳＢ１３２６・１３２７、ＳＥ１３０３ほか平面図
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　遺物は、掘り方埋土からロクロかわらけや土師器杯の小片が出土している。　

ＳＢ１３２６掘立柱建物跡（第１７・１８図）

　調査区東部で発見した掘立柱建物跡であり、桁行４間以上、梁行２間の建物跡と想定した。ＳＫ１３０９と

重複し、それよりも古い。柱穴は５基検出しており、西側柱列北より１・２間目柱穴で柱痕跡、北西隅柱

穴と北妻棟通り下柱穴で柱抜取り穴を確認した。方向は西側柱列で測ると、北で約１６度西に偏している。

規模は桁行４. ６ｍ以上、柱間は北より約１. ５ｍ、１. ８０ｍ、約１. ３ｍである。北妻の柱間は約２. １ｍである。柱

穴の平面形は方形または不整形であり、規模は北妻棟通り下柱穴で測ると一辺４５㎝、深さ４２㎝である。埋

土は黒褐色粘質土が主体であり、褐色砂質土やにぶい黄橙色砂質土が多量に混入している。柱痕跡は直径

１０～１４㎝の円形であり、埋土は黒褐色粘質土である。柱抜取り穴は柱穴を大きく破壊している。埋土は黒

褐色粘質土が主体であり、炭化物が僅かに混入している。

　遺物は、抜取り穴埋土からかわらけの小片が出土している。　

ＳＢ１３２７掘立柱建物跡（第１７・１８図）

　調査区東部で発見した掘立柱建物跡であり、南北２間の柱列を建物の西妻と想定した。北西隅柱穴で柱

痕跡、それ以外の柱穴で柱抜取り穴を確認した。方向は発掘基準線と一致している。建物の規模は梁行が

約３. ３ｍ、柱間は北より約１. ６ｍ、約１. ７ｍである。柱穴の平面形は概ね方形を基調としており、規模は棟

通り下柱穴で測ると長辺５８～７０㎝、短辺３０㎝、深さ５０㎝である。埋土は黒褐色粘質土が主体であり、褐色

砂質土やにぶい黄橙色砂質土が多量に混入している。柱痕跡は直径１４～１８㎝の円形であり、埋土は黒褐色

粘土である。柱抜取り穴は柱穴を大きく破壊するものと、中央部に柱痕跡状に認められるものがある。埋

土は黒褐色粘質土が主体であり、褐色砂質土や炭化物が多量に混入している。

　遺物は、土師器甕の小片が出土している。　

ＳＤ１３０６溝跡（第１７図）

　調査区北東部で発見した溝跡である。ＳＢ１３１９と重複し、それよりも新しい。規模は長さ１ｍ、上幅２０～

２５㎝、下幅１０～１５㎝、深さ約３０㎝である。壁は東西両端部は緩やかであるが、それ以外はほぼ垂直に立

ち上がっている。底面はやや凹凸があるものの、概ね平坦である。埋土は黒褐色粘質土であり、にぶい黄

褐色砂質土や炭化物が多量に混入している。遺物は出土していない。

ＳＤ１３０７溝跡（第１７・１９図）

　調査区北東部で発見した東西方向の溝跡である。規模は長さ９０㎝、上

幅２５～３０㎝、下幅１５～１８㎝、深さ約３０㎝である。壁はほぼ垂直に立ち上

がっており、底面は概ね平坦である。埋土は黒褐色粘質土であり、にぶ

い黄褐色砂質土や炭化物が多量に混入している。遺物は出土していない。

第１８図　ＳＢ１３２６・１３２７断面図

第１９図　ＳＤ１３０７断面図
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ＳＫ１３０９土壙（第１７図）

　調査区北東部で発見した南北に長い円形の土壙である。ＳＢ１３２０・１３２４・１３２５・１３２６と重複し、それらよ

りも新しい。規模は南北約１. ３ｍ、東西約１. ２ｍ、深さ２５㎝である。壁は中位に段が認められ、北半部は垂

直に、南半部は緩やかに立ち上がっている。底面は北側に向かって深くなっている。埋土は黒褐色粘質土

が主体であり、にぶい黄橙色砂質土や褐色砂質土が多量に混入している。

　遺物は近世の陶器擂鉢が出土している。

ＳＫ１３１０土壙（第１７・２０図）

　調査区東部で発見した東西に長い方形の土壙である。規模は東西７５㎝、南北５０～６０㎝、深さ４０㎝である。

壁は概ね垂直に立ち上がっている。底面はやや凹凸があるものの、概ね平坦である。埋土は黒褐色粘質土

が主体であり、にぶい黄橙色砂質土や褐色砂質土が多量に混入している。遺物は出土していない。

ＳＫ１３１１土壙（第１７・２０図）

　調査区東部で発見した南北に長い円形の土壙である。規模は南北７５㎝、東西６５㎝、深さ３５㎝である。壁

は南半部が緩やかに、北半部が垂直気味に立ち上がっている。底面は北側に向かって深くなっている。埋

土は黒褐色粘質土が主体であり、にぶい黄橙色砂質土や褐色砂質土、明黄褐色砂質土が多量に混入してい

る。遺物は出土していない。

ＳＫ１３１２土壙（第１７・２０・２１図）

　調査区東部で発見した東西に長い方形の土壙である。規模は東西８５㎝、南北６０㎝、深さ５０㎝である。壁

は南側から西側は垂直に、北側から東側は緩やかに立ち上がっている。底面は概ね平坦である。埋土は３

層に分けることができる。１・３層は黒褐色粘質土が主体であり、にぶい黄橙色砂質土や褐色砂質土が多

量に混入している。２層は褐色砂質土であり、にぶい黄橙色砂質土が多量に混入している。

遺物は、かわらけ（灯明皿）、寛永通寶（古寛永銭２枚、文銭１枚）が出土している。

ＳＫ１３１４土壙（第１７・２０図）

　調査南東部で発見した東西に長い不整形の土壙である。規模は東西約１. ５ｍ、南北０. ８～１ｍ、深さ５０㎝

である。壁は凹凸がほとんどなく、緩やかに立ち上がっている。底面は丸みを帯びながら窪んでいる。埋

土は２層に分けることができる。ともに黒褐色粘質土が主体であるが、１層には炭化物、２層にはにぶい

黄橙色砂質土が多量に混入している。遺物は出土していない。

Ⅳ層出土遺物（第２２図）

　土師器杯・壺・甕、石製模造品（有孔円板）、不明鉄製品が出土している。ＳＤ１３２８・１３２９溝跡合流付近

の厚く堆積した箇所に集中しており、完形に近いものが多い。また、石製模造品のなかには土師器杯の内

面に付着した状態で出土したものもある。

第２０図　ＳＫ１３１０～１３１２・１３１４断面図
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４　考察

　今回の調査では、Ⅲ層上面で掘立柱建物跡、溝跡、土壙、Ⅳ層上面で井戸跡、溝跡、土壙、Ⅴ層上面で

溝跡などを発見した。以下、これらの遺構及び古墳時代中期の遺物が出土しているⅣ層の年代について検

討したあとで、各時代の様相について概観する。

（１）遺構等の年代

①Ⅴ層上面検出遺構

　ＳＤ１３２８・１３２９、ＳＸ１３３０がある。遺物がほとんどなく遺構の年代は明らかでないものの、これらを覆う

Ⅳ層出土遺物が５世紀後半頃のものであることから、その頃には埋没していたことが明らかである。

②Ⅳ層

　古墳時代中期の土師器杯・高杯・壺・甕が出土している。杯には平底のものと丸底のものがある。平底

のものは、体部から口縁部まで直線的に外傾するものと、体部が内彎しながら立ち上がり口縁部で僅かに

外傾するものがある。丸底のものは体部が直線的に外傾し口縁部が内傾するものと、彎曲しながら立ち上

がり口縁部が外傾するものがある。壺は体部最大径に対して口縁部径が小さいものであり、口縁部は短く

直線的に外傾している。甕は胴部がやや縦長のものであり、口縁部は短く外反している。

　これら出土遺物をみると、杯は概ね中期全般をとおして認められるものである。一方、壺は５世紀後半

頃とされている鴻ノ巣遺跡第１号住居跡出土のもの（註）に類似していることや、甕の胴部が縦長である

第２１図　ＳＫ１３１２出土遺物

註：宮城県教育委員会「（５）岩切鴻ノ巣遺跡」『東北新幹線関係遺跡調査報告書』宮城県文化財調査報告書　第３５集　１９７４

備　考登録
番号

写真
図版器高底径

残存率
口径
残存率

特　徴
種　類番号

内　面外　面

内面に油煙付着Ｒ２－－８. ２
２３/２４－ロクロナデロクロナデ

底部：回転糸切り
かわらけ
灯明皿1

古寛永銭Ｒ２直径：２. ４、厚さ：０. １寛永通宝2

文銭Ｒ４貯径：２. ５、厚さ：０. １、背面に「文」字寛永通宝3

単位：㎝
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第２２図　Ⅳ層出土遺物
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など中期でも新しい要素が認められる。したがって、今回出土した土器についても５世紀後半頃の年代を

与えておきたい。

③Ⅳ層上面検出遺構

　ＳＤ１３０４はほぼ同位置で２時期の変遷がある（Ａ→Ｂ期）。このうちＢ期から土師器甕Ｂ類が出土している

ことや、重複関係で後述するＳＫ１３１７よりも古いことから、８世紀後葉～９世紀前半頃の年代が推測され

る。Ａ期については出土遺物がないため明らかでないが、Ｂ期と同位置・同方向であることから、それ以

前でもさほど遡らない時期を想定しておきたい。ＳＤ１３０４よりも古いＳＤ１３０５からは、古墳時代中期の土師

器高杯が出土している。ただし、検出面であるⅣ層が中期に形成されたものであることや、出土した遺物

が小片であるため遺構の年代に直接反映させることが困難であることから、ここでは中期に遡る可能性を

示唆するに留めておきたい。

　ＳＫ１３１７からは、土師器杯ＢⅡｃ類がほぼ完形で出土している。底径／口径が０. ５６、器高／口径が０. ３２であ

り、器形的には９世紀前半代に多く認められるものである。ＳＫ１３２１からは、１８世紀後葉～１９世紀初め頃と

考えられる陶器椀が出土していることから、それ以降の年代が推測される。

　ＳＥ１３０３は素掘りの井戸跡である。これまで多賀城市内で発見された井戸跡についてみると、古代のも

のは井戸側を備えたものが一般的であるのに対して、中世以降になるとほとんどが素掘りとなる傾向が窺

える。出土遺物が古代のものに限られるものの、遺構の形態やⅢ層上面で発見した中世の建物群に近接し

た位置関係にあることを考慮し、ここでは概ね中世のものとしておきたい。

④Ⅲ層上面検出遺構

　ＳＢ１３１９・１３２４掘り方埋土やＳＢ１３２６柱抜取り穴埋土からかわらけ、ＳＢ１３２０柱抜取り穴埋土から無釉陶器

第22図観察表

備　考
登録

番号

写真

図版
器　高

底径

残存率

口径

残存率

特　徴

種　類
番

号
内　面外　面

R１２Ｐ１０１  ５. ９ 
２. ８
２４/２４

(１４. ６ )
４ /２４

口：ヨコナデ

体：ヘラナデ

口：ヨコナデ

体：摩滅のため不明
土師器　杯１

R１１－  ６. ０ 
５. ０
２３/２４

(１７. ４ )
２ /２４

口：ヨコナデ

体：ヘラナデ

口：ヨコナデ

体：ヘラケズリ
土師器　杯２

R１３－  ６. ７ －
(１３. ２ )
１ /２４

口：ヨコナデ

体：摩滅のため不明

口：ヨコナデ

体：ヘラナデ
土師器　杯３

Ｒ６－  ８. ５ 
３. ６
１２/２４

(１３. ８ )
３ /２４

口：ヨコナデ

体：ヘラナデ→ヘラミガキ

口：ヨコナデ

体：ヘラケズリ
土師器　杯４

Ｒ７－－
５. ２
１８/２４

－体：ヘラナデ→螺旋状のヘラミガキ体：ヘラケズリ土師器　杯５

R１５－－－－
脚：シボリ目

裾：ヨコナデ

脚：ヘラミガキ

裾：ヘラミガキ
土師器　高杯６

R１４－－
４. ５
２４/２４

－
口：ヨコナデ

体：ヘラナデ

口：ヨコナデ

体：ヘラケズリ
土師器　杯７

Ｒ１－ ２８. ７ 
６. ４
２４/２４

１６/８
１２/２４

口：ヨコナデ

体：ヘラナデ

口：ヨコナデ

体：ヘラケズリ
土師器　甕８

Ｒ５Ｐ１０１ １５. ０ 
３. ０
２４/２４

１０. ２
１ /２４

口：ナデ

体：摩滅のため不明

口：ナデ

体：ヘラケズリ→ナデ
土師器　壺９

有孔円板

R１１内面に付着
R１９Ｐ１０１最大長：２. ２５、最大幅：１. ７、最大厚：０. ３、孔径：０. １～０. １５石製模造品１０

有孔円板R１６Ｐ１０１最大長：２. ０５、最大幅：１. ７５、最大厚：０. ３、孔径：０. １５～０. ２石製模造品１１

有孔円板R１８Ｐ１０１最大幅：１. ９５、最大厚：０. ２、孔径：０. １５～０. ２石製模造品１２

有孔円板Ｒ８Ｐ１０１最大長：３. ８５、最大幅：１. ７、最大厚：０. ３５、孔径：０. １５～０. ２５石製模造品１３
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甕、ＳＢ１３２２柱痕跡から元祐通寶（初鋳：１０８６年）が出土している。かわらけや無釉陶器甕はいずれも小片

であるため年代的な特徴を見出すことは困難であるものの、近世以降の遺物が全く認められないことから、

大きく中世の範疇で捉えることが可能であろう。また、これらと規模や埋土が近似する建物跡やその他の

柱穴群についても、ここでは同時期のものと考えておきたい。

　ＳＫ１３０９から近世の陶器擂鉢、ＳＫ１３１２から寛永通宝（古寛永銭２枚、文銭１枚）が出土していることか

ら、これら土壙の年代を近世以降とすることができる。また、埋土が近似するＳＫ１３１０・１３１１についても同

様の年代が推測される。一方、ＳＫ１３１３にはⅡ層が直接混入していることから、上記した土壙などよりも

さらに新しいものと考えておきたい。

　なお、ＳＢ１３２０・１３２４・１３２５・１３２６とＳＫ１３０９に重複関係が認められ、後者が新しいことを確認している。

このことは、ＳＢ１３１８～１３２７やその他柱穴群を中世、ＳＫ１３０９～１３１３を近世以降とした年代観とも矛盾しない。

（２）各時代の概要（第２３図）

①古墳時代中期以前

　南北方向のＳＤ１３２８溝跡と東西方向のＳＤ１３２９溝跡がある。ともに幅３ｍを超す大規模なものである。河

川の可能性も考えられるが、壁の立ち上がりが明確であることや、これらが合流する底面をみると東西方

向から南北方向への排水を意図したと考えられる明瞭な高低差が認められることから、人工的に造られた

水路であった可能性が高い。

　なお、北側に近接する第８次調査では、古墳時代の灌漑施設（堰）と考えられる大規模な木組み遺構が

発見されており（註）、中期頃に埋没したとされる第Ⅱ層に覆われていることが確認されている。このよう

な状況は、本調査区で確認したⅣ層及びＳＤ１３２８・１２３９の年代観とも共通していることから、これらの遺構

が同時期に機能していた可能性も考えられよう。

②古代

　南北方向のＳＤ１３０４溝跡とＳＫ１３１７土壙がある。ＳＤ１３０４には２時期の変遷（Ａ→Ｂ期）があり、Ａ期は幅

約４ｍ、Ｂ期でも幅１. ８ｍと大規模なものである。何らかの区画溝とも考えられるが、本地区では古代の遺

構がほとんど発見されなかったことから詳細は明らかでない。

③中世

　ＳＢ１３１８～１３２７掘立柱建物跡やＳＥ１３０３井戸跡がある。建物跡は柱間が１. ５～２. ０ｍ程度のものが多く、柱

穴の規模も直径（長軸）３０～５０㎝と小規模である。また、規模や埋土から同時期とみられる柱穴でも建物

として組み合わせることができなかったものもあることから、さらに多くの建物が存在しているものと推

測される。ところで、これら建物跡は調査区東半部で何度も建て替えられているのに対して、西側ではこ

の頃の遺構が全く認められなかった。狭い範囲ではあるものの、東側の居住域と西側の空閑地といった場

の使われ方が反映されたものと考えられよう。

④近世及びそれ以降

　ＳＫ１３０９～１３１３・１３２１があるものの、遺構は閑散としている。

註：多賀城市埋蔵文化財調査センター『山王遺跡―第８次発掘調査報告書―』多賀城市文化財調査報告書第２２集 １９９０
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５　まとめ

　（１）古墳時代～近世の遺構を発見した。

　（２）Ⅴ層上面で発見した大規模な溝跡は水路と考えられる。第８次調査で確認された灌漑施設とともに、

　　　本地区周辺における古墳時代の水利を考える上で重要である。

　（３）中世では多数の掘立柱建物跡や井戸跡１基を発見した。南側７０ｍに位置する第４４次調査（平成１５年度）

　　　でも幅約３. ５ｍの大規模な区画溝の一部を確認しており、本地区周辺における中世の遺構の広がり

　　　が次第に明らかになりつつある。

第２３図　遺構変遷模式図
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山王遺跡写真図版
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調査区全景（東より）

ＳＤ１３０４Ｂ完掘状況（南より）
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調査区東側掘立柱建物群

ＳＢ１３２２・P２断面 ＳＢ１３２３・Ｐ１１、ＳＢ１３２４・Ｐ１４断面

ＳＢ１３２５・Ｐ１３断面 ＳＢ１３２７・Ｐ７断面
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Ⅳ層遺物出土状況

ＳＤ１３２９断面（東壁付近）

ＳＤ１３２８断面（北壁付近）
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土師器甕　第２２図８：Ｒ１

土師器杯　第２２図１：Ｒ１２ 石製模造品　第２２図１０～１３：Ｒ８・１６・１８・１９

土師器壺　第２２図９：Ｒ５
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１　遺跡の環境と周辺の調査成果

　本遺跡は塩釜方面から延びる低丘陵の西端付近に位置しており、遺跡の北東部は市境を跨いで塩竈市に

及んでいる。標高は１０～２０ｍであり、北東側から南西側に向かってやや急に下っている。本遺跡南側の谷

状地形を挟んだ丘陵上には、多賀城の付属寺院として知られる多賀城廃寺跡や古墳時代から近世にかけて

の複合遺跡である高崎遺跡などが立地しており、丘陵上にある遺跡の中でも遺構が比較的多く確認される

地域である。本調査区は小沢原遺跡の西端部に位置しており、現況は宅地や畑地である。南西側に向かっ

て下る緩斜面に位置しており、標高は９. ２～９. ８ｍとなっている。これまで本地区周辺では数箇所で発掘

調査を実施しており、古代の掘立柱建物跡や竪穴住居跡、土器埋設遺構、土壙などが発見されている。そ

の多くは本調査区西側及び南側に隣接する第１～３・１０次調査区で発見されており、特に第１・２次調査

区では桁行５間以上、梁行３間の建物跡が確認されるなど官人層の居宅の一部と考えられている。土器埋

設遺構は、北東約１００ｍにある第５次調査で発見されている。一方、昭和２７年に本地区より約３００ｍ南西側

の地点で大量の古銭が発見されている。大部分が紛失したとされているが、残存する２０４枚全てが中国銭

であることから中世の備蓄銭の可能性が考えられている。

第１図　第１１次調査区と周辺の調査区

Ⅹ　小沢原遺跡第１１次調査
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２　調査に至る経緯と経過

　本調査は、個人住宅建設に伴う発掘調査である。平成１９年８月、地権者より当該区における住宅建築と

埋蔵文化財の係わりについての協議書が提出された。建築計画では、基礎工事の際に直径約１１㎝、長さ４. ５

～６. ５ｍの鋼管杭を打ち込むことから、埋蔵文化財への影響が懸念された。このため、工法変更等による

遺構の保存が計れないか協議を行ったが、杭基礎以外の工法では建物を支えるための十分な強度を得られ

ないとのことから、記録保存のための本発掘調査を実施することに決定した。その後、１０月１４日に地権者

から調査に関する依頼・承諾書の提出を受け、１０月２２日より現地調査を開始した。

　調査は、住宅建築部分の表土除去から取りかかったが、大部分が後世の攪乱によって破壊されているこ

とが明らかとなったため、直ちにＳＤ６２の埋土を掘り下げ全景写真を撮影した。その後、２４日に平面図・断

面図の作成、２５日に調査区の埋め戻しを行い、本調査の一切を終了した。

３　調査成果

（１）層序（第２図）

Ⅰ １ 層：宅地造成に伴う盛土であり、厚さは７０～８０㎝である。

Ⅰ ２ 層：宅地造成以前の盛土であり、厚さは３０～８０㎝である。北側ほど厚く堆積している。

Ⅰ ３ 層：調査区南側に認められる暗褐色砂質土であり、厚さは最大２５㎝である。締まりが弱く、Ⅰ２

　　　　　層以前の耕作土と考えられる。

Ⅱ　　層：調査区全域に認められる明黄褐色粘質土である。隣接する第１０次調査区の成果から、古代・中

　　　　　世の遺構検出面と考えられる。

　

（２）発見遺構と遺物

ＳＤ６２溝跡（第２図）

　調査区中央部で発見した溝跡であり、北側と南側が後世の攪乱によって破壊されている。規模は幅１～

１. ７ｍ、深さ約２０㎝であり、南側ほど規模が大きくなっている。壁は西側中位に僅かな段があるものの、

概ね緩やかに立ち上がっている。底面は平坦であり、調査区内での比高はほとんど認められない。埋土は

にぶい黄褐色砂質土であり、明黄褐色粘質土が多量に混入している。

　遺物は、土師器杯（Ｂ類）・甕の小片が出土している。

４　まとめ

　溝跡１条を発見した。出土遺物が少ないため詳細な年代を検討するには限界があるものの、土師器甕Ｂ

類が出土していることから概ね８世紀後葉以降のものと捉えておきたい。
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第２図　調査区全体図
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１　 地理的・歴史的環境

　野田遺跡は、多賀城市北東部の留ヶ谷地区から塩竈市袖野田地区にかけて所在する古代・中世の遺跡で

ある。標高１０～２３ｍの東西方向に細長い島状を呈する低丘陵に立地する。その範囲は東西４００ｍ、南北

９０ｍである。

　本遺跡では、これまで３次にわたる発掘調査を実施している。第１次調査は、平成７年に遺跡範囲の中

央部北側で実施し、鉤形に屈曲する溝跡と、同じく鉤形に延びる小柱穴列を発見している。詳細は不明で

あるが、いずれも区画施設の一部と考えられている（註１）。第２・３次調査は平成１３・１４年に本遺跡の東

端部から矢作ヶ館跡の西部にかけて実施したものであり、古代の竪穴住居跡、溝跡、土壙を発見した（註

２）。また、昭和４７年に実施した分布調査で土塁状の高まりを確認しており、矢作ヶ館跡と一連の中世城館

とする考えがある（註３）。

２　 調査に至る経緯と経過

　本調査は、宅地造成計画に伴う確認調査である。平成１９年４月に多賀城市留ヶ谷二丁目と浮島二丁目に

またがる区域での宅地造成計画と埋蔵文化財のかかわりについての協議書が、木村建材株式会社から提出

された。計画は、東西方向に細長い低丘陵の頂部から南側斜面及び丘陵裾の平坦部を開発の対象とし、面

積は約２３, ０００㎡におよんでいる。このうち、北半部が野田遺跡の範囲にかかることから、その取り扱いに

ついて申請者と協議を行った。本遺跡ではこれまで中央部北側と東端部で発掘調査を実施し、それぞれ遺

第１図　野田遺跡と周辺の遺跡

Ⅸ

　野田遺跡第４次調査

（註１）　多賀城市教育委員会『野田館跡』多賀城市文化財調査報告書第４０集　１９９５

（註２）　多賀城市教育委員会・塩竈市教育委員会『野田遺跡　矢作ヶ館跡』多賀城市文化財調査報告書第７９集・塩竈市文化財調査報告

書第７集　２００５

（註３）　加藤孝・野崎準「多賀城市内の館跡－中世陸奥国府周辺遺跡の考古学的考察－」『東北学院大学東北文化研究所紀要　第５号』　１９７３
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構を発見している・また、昭和４７年に実施した分布調査においては「中央に土壇、南北に高さ約１ｍ、長

さ５０ｍ以上の土塁を設け、東西に２条の空壕を切る。井戸跡らしきものも中央近くに残る」といった成果

が記録されている。このうち、土塁については、規模の点で一致する東西方向に延びる高まりを現在確認

することができるが、その他の遺構については不明である。

　これらのことをふまえて、対象地内での遺構の有無の確認と分布状況の把握を目的とした確認調査が必

要であることを申請者に対し回答したところ、承諾が得られたことから今回の調査の実施に至ったもので

ある。なお、対象地は丘陵部が雑木林、南側平坦部が水田であるが、このうち調査区（トレンチ）を設定

することが可能な西半部の約６, ８００㎡を今年度の調査対象地とし、平成１９月１１月６日から１２月１１日にかけ

て確認調査を実施した。

３　 調査成果

１トレンチ

　竪穴住居跡１軒、土塁状の高まり１条を発見した。土塁状の高まりは、基底部で幅２. ３～２. ７ｍ、高さは

比高が大きい南側でみると０. ４～０. ７ｍである。竪穴住居跡は、調査区南半部で検出した。南側が調査区

外にかかるため全体の規模は不明であるが、北辺で５. ６５ｍを計る。調査区南側では削平のため地山が露出

しており、東辺で認められるカマド煙道部も先端の約半分が残存しているにすぎない。遺物は、カマド付

近からロクロ調整の土師器甕、須恵器杯・甕が出土している。

２トレンチ

　竪穴住居跡１軒、土塁状の高まり１条、溝跡１条を発見した。土塁状の高まりは、基底部で幅２. ８～３. ０ｍ、

高さは０. ８～０. ９ｍである。断面観察では地山上に旧表土が認められ、その上に積土していることが確認

できる。旧表土から土師器甕、須恵器杯・甕が出土している。竪穴住居跡は、調査区南半部の東壁際で検

出した。大部分が調査区外にかかるため全体の規模は不明であるが、西辺で３. ８０ｍを計る。南半部は削平

のため、床面と周溝がすでに露出している。

３トレンチ

　溝跡４条、土壙１基を発見した。土層の堆積状況を見ると、北半部では南側に傾斜する地山上に旧表土

等の堆積土が約６０㎝の厚さで認められ、南半部では旧表土と地山の間に１０世紀前葉に降下した灰白色火山

灰を含む堆積層（ａ層）が確認できる。溝跡は北半部で東西に並行するものが２条あり、中央付近ではａ層

上面で南北方向のものが１条、その下層で１条検出している。ａ層上面で検出した溝跡は、長さは約８ｍ

以上、幅０. ６５～１. ０５ｍである。土壙は、ａ層下層で確認している。また、中央付近では古代の遺物包含層を

約１８ｍにわたって確認した。厚さは最大約７０㎝である。遺物は、土師器杯・甕、須恵器杯・瓶・甕、丸・

平瓦が出土している。

４トレンチ

　掘立柱建物跡１棟、土壙２基、ピットを発見した。このうち、掘立柱建物跡は南側の水田部で確認した

ものであり、南北方向に並ぶ２基の柱穴を検出した。柱穴は、平面形が方形を呈し、規模は一辺６５～８０㎝

である。２基の土壙は、北側の丘陵裾部で検出したものである。いずれも、地山上に堆積した灰白色火山

灰を含む薄い土層の上面から掘り込まれている。
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第２図　トレンチ配置図
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４．まとめ

（１）　調査対象地内に設定した４本のトレンチすべてにおいて遺構を発見した。発見遺構は、竪穴住居跡

２軒、掘立柱建物跡１棟、土塁状の高まり１条、溝跡５条、土壙３基等である。このことより、当該

地には広く遺構が分布していることが明らかになった。その分布状況をみると、丘陵頂部付近に最も

遺構が集中し、ついで丘陵裾部にもある程度のまとまりがみられる。中間の斜面部では遺構は稀薄で

あるが、広い範囲に古代の遺物包含層が存在すると推定される。

（２）　１・２トレンチで検出した竪穴住居跡、４トレンチで検出した掘立柱建物跡、３トレンチで灰白色

火山灰を含む堆積層の下で検出した溝跡や土壙などは古代の遺構の可能性がある。土塁状の高まりな

どの遺構については、古代以降のものである。
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野田遺跡写真図版



１１２

３トレンチ中央部断面（南東より） ４トレンチ全景（南より）

３トレンチ全景（北より） ３トレンチ・溝跡断面（東より）

２トレンチ全景（南より） ２トレンチ土塁状の高まり断面（東より）

１トレンチ竪穴住居跡検出状況（東より） １トレンチ土塁状の高まり断面（東より）
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個人住宅

建　　設
５５㎡

２００７０４０９

２００７０４１８

１４１度

０分

１２秒

３８度

１８分

２秒

１８０１８０４２０９９
 宮  城  県  多  賀  城  市 
みや ぎ けん た が じょう し

 留  ヶ  谷 一丁目９５番１０
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 高  崎 遺跡
たか さき
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個人住宅

建　　設
１１２㎡

２００７０４２３

２００７０５１１

１４１度

０分

４秒

３８度

１８分

６秒

１８０１８０４２０９９
 宮  城  県  多  賀  城  市 
みや ぎ けん た が じょう し

 高  崎 一丁目１５-２１、１５-４９
たか さき

 高  崎 遺跡
たか さき

（第６３次）

個人住宅

建　　設
１７４㎡

２００７０６０４

２００７０７２０

１４０度

５９分

１４秒

３８度

１７分

５７秒

１８００８０４２０９９
 宮  城  県  多  賀  城  市 
みや ぎ けん た が じょう し

 城南 一丁目４- ３外３筆
じょうなん

 市  川  橋 遺跡
いち かわ ばし

（第６２次）

個人住宅

建　　設
８２㎡

２００７０９０３

２００７１０１２

１４０度

５９分

２３秒

３８度

１７分

４８秒

１８００８０４２０９９
 宮  城  県  多  賀  城  市 
みや ぎ けん た が じょう し

 城南 二丁目８- ４の一部
じょうなん

 市  川  橋 遺跡
いち かわ ばし

（第６４次）

個人住宅

建　　設
６１㎡

２００７０９０５

２００７１０１２

１４０度

５９分

２４秒

３８度

１７分

４７秒

１８００８０４２０９９
 宮  城  県  多  賀  城  市 
みや ぎ けん た が じょう し

 城南 二丁目８- ４の一部
じょうなん

 市  川  橋 遺跡
いち かわ ばし

（第６５次）

個人住宅

建　　設
３２㎡

２００７０９２５

２００７１０１６

１４０度

５９分

２２秒

３８度

１７分

５０秒

１８００８０４２０９９
 宮  城  県  多  賀  城  市 
みや ぎ けん た が じょう し

 城南 二丁目２- ８の一部
じょうなん

 市  川  橋 遺跡
いち かわ ばし

（第６６次）

個人住宅

建　　設
５７㎡

２００７１１２７

２００７１２２６

１４０度

５９分

１８秒

３８度

１８分

０秒

１８００８０４２０９９
 宮  城  県  多  賀  城  市 
みや ぎ けん た が じょう し

 城南 一丁目９- １、９- ２
じょうなん

 市  川  橋 遺跡
いち かわ ばし

（第６７次）

個人住宅

建　　設
９１㎡

２００７０７１９

２００７０８２７

１４０度

５８分

２９秒

３８度

１７分

５８秒

１８０１３０４２０９９
 宮  城  県  多  賀  城  市 
みや ぎ けん た が じょう し

 山  王  字  東  町  浦 ３１- ６
さん のう あざ ひがし まち うら

 山  王 遺跡
さん のう

（第６２次）

個人住宅

建　　設
２２㎡

２００７１０２２

２００７１０２５

１４０度

５９分

５７秒

３８度

１８分

１４秒

１８０４３０４２０９９
 宮  城  県  多  賀  城  市 
みや ぎ けん た が じょう し

 浮  島 二丁目９７- ９
うき しま

 小  沢  原 遺跡
お ざわ はら

（第１１次）

宅地造成２６２㎡
２００７１１０６

２００７１２１１

１４１度

０分

１１秒

３８度

１８分

１５秒

１８０２３０４２０９９

 宮  城  県  多  賀  城  市 
みや ぎ けん た が じょう し

 留  ヶ  谷 二丁目、
とめ が や

 浮  島 二丁目
うき しま

 野  田 遺跡
の だ

（第４次）



特記事項主な遺物主な遺構主な時代種　別所収遺跡

土師器・須恵器掘立柱建物
奈良

平安集落・城館
 高  崎 遺跡
たか さき

（第６２次）

掘立柱建物中世以降

須恵系土器溝平安
集落・城館

 高  崎 遺跡
たか さき

（第６３次） 柱列中世以降

土師器・須恵器
掘立柱建物・

溝・土壙

奈良

平安
集落・都市

 市  川  橋 遺跡
いち かわ ばし

（第６２次）

土師器・須恵器・墨書土器・

油煙付着土器

掘立柱建物・

溝・土壙

奈良

平安
集落・都市

 市  川  橋 遺跡
いち かわ ばし

（第６４次）

８世紀後葉～９世紀

初め頃の井戸発見

土師器・須恵器・墨書土器・

ヘラ書き土器・油煙付着土

器・挽物台付皿・横槌

掘立柱建物・

井戸・溝・土

壙

奈良

平安
集落・都市

 市  川  橋 遺跡
いち かわ ばし

（第６５次）

土師器・須恵器・瓦・石帯

（丸鞆）・金属製品
河川

奈良

平安
集落・都市

 市  川  橋 遺跡
いち かわ ばし

（第６６次）

１０世紀前葉以降の

建物発見
土師器・須恵器・須恵系土

器

掘立柱建物・

溝・土壙

奈良

平安
集落・都市

 市  川  橋 遺跡
いち かわ ばし

（第６７次）

中世の建物群発見
かわらけ・元祐通寶・寛永

通宝

掘立柱建物・

井戸・溝・土

壙

中世

近世

集落・都市
 山  王 遺跡
さん のう

（第６２次）
幅４ｍの区画溝発見土師器溝・土壙

奈良

平安

大規模な水路発見土師器・石製模造品水路古墳時代

溝跡古代集落
 小  沢  原 遺跡
お ざわ はら

（第１１次）

土師器・須恵器

掘立柱建物・

竪穴住居・溝

・土壙

古代

集落
 野  田 遺跡
の だ

（第４次）

土塁状の高まり中世以降

要　約
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